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Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的

第４次男女共同参画基本計画（長久手市女性活躍推進計画及び長久手市ＤＶ防止基本計画を含

む）の改定の基礎資料として、調査を実施するものです。

２ 調査対象

市民調査：長久手市在住の満 18 歳以上の方の中から、2,000 人を無作為抽出

中学生調査：市内の中学２年生

３ 調査期間

令和４年 10 月 31 日から令和４年 11月 18 日

４ 調査方法

市民調査：郵送配付・郵送回収及びインターネット回答

中学生調査：学校配付・学校回収方式

５ 回収状況

６ 調査結果の表示方法

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを で網

かけをしています。（無回答を除く）

配 布 数 有効回答数 有効回答率

市民調査 2,000 通 655 通 32.8％

中学生調査 655 通 470 通 71.7％
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Ⅱ 調査結果

１ 市民調査

（１） 男女共同参画に関する用語について

問１ 男女共同参画に関する用語で知っている言葉について、回答してください。

（それぞれの言葉を知っている場合は１に○ 知らない場合は２に○をつけてください）

『男女雇用機会均等法』『ジェンダー（社会的性別）』『セクシュアルハラスメント』『ＤＶ（ド

メスティック・バイオレンス）』で「知っている」の割合が高くなっています。また、『長久手市

男女共同参画情報誌『にじいろ』』『長久手市男女共同参画情報誌（中学生向け）『自分らしく』』

で「知らない」の割合が高くなっています。

知っている 知らない 無回答

回答者数 = 655

男女共同参画社会

男女雇用機会均等法

女子差別撤廃条約

女性活躍推進法（女性の職業生活
における活躍の推進に関する法
律）

ポジティブ・アクション（積極的
改善措置）

ジェンダー（社会的性別）

セクシュアルハラスメント

仕事と生活の調和（ワークライフ
バランス）

ＤＶ（ドメスティック・バイオレ
ンス）

デートＤＶ

長久手市男女共同参画情報誌『に
じいろ』

長久手市男女共同参画情報誌（中
学生向け）『自分らしく』

77.1

92.1

54.8

56.0

20.8

90.8

97.1

73.3

97.6

53.7

13.6

4.1

21.5

6.6

43.8

42.6

77.3

7.6

1.7

25.0

1.2

44.4

85.2

94.5

1.4

1.4

1.4

1.4

2.0

1.5

1.2

1.7

1.2

1.8

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【国・県調査との比較（知っている割合）】

国、愛知県調査と比較すると、すべての項目で「知っている」の割合が高くなっています。

※国 ：令和元年度男女共同参画社会に関する世論調査

愛知県：令和元年度男女共同参画意識に関する調査

（以下同様）

％

男女共同参画社会

男女雇用機会均等法

女子差別撤廃条約

女性活躍推進法（女性の職業生活における
活躍の推進に関する法律

ポジティブ・アクション
（積極的改善措置）

ジェンダー（社会的性別）

仕事と生活の調和
（ワークライフバランス）

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

77.1

92.1

54.8

56.0

20.8

90.8

73.3

97.6

64.3

79.3

34.7

38.6

18.3

55.8

43.1

81.5

－

72.1

13.6

17.9

5.3

35.6

36.6

－

0 20 40 60 80 100

長久手市 （回答者数 = 655）

国 （回答者数 = 2,645）

愛知県 （回答者数 = 1,220）
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（２） 男女平等意識について

問２ あなたは、次の(1)～(7)の分野において、男女の地位が平等になっていると思い

ますか。１～６から１つずつ選んでください。（各分野で○は１つ）

『(6) 政治(政策決定)の場で』『(7) 社会全体で』で「男性の方が非常に優遇されている」

と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合わせた“男性優遇”の割合が高くなって

います。また、『(3) 学校のなかで』で「平等である」の割合が高くなっています。

回答者数 = 655

(1) 　家庭のなかで

(2) 　職場のなかで

(3) 　学校のなかで

(4) 　地域のなかで

(5) 　法律や制度の上で

(6) 　政治(政策決定)の場で

(7) 　社会全体で

6.7

12.7

0.8

3.2

8.5

30.8

12.5

35.4

44.1

11.9

29.8

41.1

44.9

58.2

41.8

23.7

48.9

38.5

30.5

11.8

14.4

7.0

6.7

3.1

4.9

6.1

1.5

4.0

1.8

0.8

0.8

0.9

0.6

0.5

0.8

5.2

8.5

29.9

20.3

11.0

8.5

8.1

2.0

3.5

4.7

2.4

2.1

2.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(1) 家庭のなかで

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合が増加

しています。一方、「平等である」の割合が減少しています。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

愛知県 1,410

5.5

7.8

15.8

29.3

35.7

37.8

50.0

47.4

25.3

6.5

2.4

8.4

1.5

5.9

3.8

4.4

0.8

6.2

2.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

6.7

5.5

35.4

29.3

41.8

50.0

7.0

6.5

1.8

1.5

5.2

4.4

2.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

6.7

9.3

16.0

35.4

35.6

40.1

41.8

45.5

25.3

7.0

6.5

7.5

1.8

0.7

1.9

5.2

2.4

5.5

2.0

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で“男性優遇”の割合が高くなっています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、50～64 歳で“男性優遇”の割合が、70～74 歳で「平等である」の

割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

10.1

2.8

41.5

27.6

25.0

35.3

50.7

75.0

4.8

10.1

1.1

2.8

6.2

3.5

1.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

4.8

4.1

9.9

11.2

5.9

3.9

12.2

4.2

40.0

33.3

31.7

35.1

37.8

47.1

44.7

29.4

34.1

31.3

40.0

46.0

45.5

42.7

37.8

35.3

36.8

49.0

36.6

45.8

20.0

14.3

5.7

4.6

6.1

2.0

7.9

9.8

12.2

6.3

3.3

2.3

2.0

2.0

5.3

1.6

9.8

4.6

5.1

5.9

2.6

2.0

2.4

4.2

0.8

2.0

2.6

5.9

2.4

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(2) 職場のなかで

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合が増加

しています。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、“男性優遇”の割合が国より低く、愛知県より高くなっています。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

愛知県 1,410

10.6

15.1

25.0

36.8

41.5

40.1

26.3

29.7

17.2

5.8

9.0

6.6

1.7

4.1

2.9

10.9

0.6

5.2

8.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

12.7

10.6

44.1

36.8

23.7

26.3

6.7

5.8

0.8

1.7

8.5

10.9

3.5

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

12.7

13.6

22.4

44.1

39.8

42.9

23.7

30.7

15.2

6.7

4.5

5.6

0.8

0.5

2.1

8.5

10.9

7.0

3.5

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で“男性優遇”の割合が高くなっています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～64 歳、75～79 歳で“男性優遇”の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

14.8

10.1

47.1

41.3

50.0

19.0

29.0

50.0

3.9

10.5

0.3

1.4

11.8

4.5

3.1

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

19.0

16.3

13.7

10.2

13.7

15.7

12.2

6.3

20.0

41.3

43.1

41.2

51.0

49.0

55.3

35.3

48.8

41.7

20.0

28.6

24.4

22.1

22.4

31.4

31.6

23.5

14.6

14.6

20.0

6.3

10.6

13.0

7.1

3.9

3.2

1.5

1.0

40.0

1.6

5.7

7.6

6.1

2.0

7.9

17.6

17.1

20.8

0.8

2.0

5.3

7.8

7.3

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(3) 学校のなかで

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、「平等である」の割合が低くなっています。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

愛知県 1,410

0.8

2.5

2.6

8.3

13.5

12.4

46.8

66.4

63.3

2.9

2.9

4.0

0.6

0.3

1.4

28.7

14.4

13.1

12.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

0.8

0.8

11.9

8.3

48.9

46.8

3.1

2.9

0.8

0.6

29.9

28.7

4.7

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

0.8

3.3

5.2

11.9

15.2

15.2

48.9

61.2

52.8

3.1

2.3

4.3

0.8

0.3

0.5

29.9

17.7

16.3

4.7

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～29 歳、40～49 歳で「平等である」の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

0.8

0.7

13.2

10.5

48.7

50.0

3.9

1.4

50.0

0.3

1.0

25.0

28.9

31.8

25.0

4.2

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

4.8

1.0

2.4

20.0

14.3

11.4

9.2

17.3

13.7

18.4

5.9

12.2

6.3

20.0

61.9

49.6

56.5

40.8

45.1

44.7

45.1

39.0

50.0

40.0

6.3

4.9

2.3

1.0

2.0

6.3

20.0

3.2

0.8

2.0

9.5

32.5

30.5

35.7

33.3

28.9

39.2

36.6

22.9

0.8

1.5

4.1

3.9

7.9

9.8

9.8

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(4) 地域のなかで

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、「平等である」の割合が国より低く、愛知県より高くなっていま

す。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

愛知県 1,410

3.7

6.8

6.5

24.9

26.7

25.4

37.7

47.2

40.2

6.1

10.5

9.0

0.4

1.3

1.6

21.1

7.5

14.8

6.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

3.2

3.7

29.8

24.9

38.5

37.7

4.9

6.1

0.9

0.4

20.3

21.1

2.4

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

3.2

7.0

9.6

29.8

27.7

32.0

38.5

46.5

33.4

4.9

8.7

6.6

0.9

1.6

1.0

20.3

8.6

12.4

2.4

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で“男性優遇”の割合が高くなっています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、50～59 歳、65～69 歳で“男性優遇”の割合が、80歳以上で「平

等である」の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

3.6

2.8

36.4

21.7

32.8

46.2

50.0

3.1

7.3
1.4

50.0

22.4

18.2

1.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

3.2

2.4

3.8

6.1

5.9

2.0

2.4

17.5

22.0

28.2

41.8

29.4

47.4

39.2

29.3

27.1

20.0

46.0

38.2

35.9

34.7

31.4

39.5

35.3

48.8

50.0

20.0

9.5

8.1

4.6

5.9

3.9

2.4

6.3

1.6

1.6

1.5

2.0

60.0

20.6

26.8

25.2

17.3

23.5

10.5

13.7

14.6

8.3

1.6

0.8

0.8

2.0

2.6

5.9

2.4

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(5) 法律や制度の上で

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合が増加

しています。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、“男性優遇”の割合が高くなっています。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

8.3

10.6

35.7

34.7

30.4

40.8

7.2

5.0

1.1

0.7

11.0

8.3

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

8.5

8.3

41.1

35.7

30.5

30.4

6.1

7.2

0.6

1.1

11.0

11.0

2.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

8.5

10.3

17.0

41.1

36.6

29.5

30.5

39.7

30.2

6.1

4.0

4.6

0.6

0.4

1.6

11.0

9.0

12.2

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、男で「平等である」の割合が、女で“男性優遇”の割合が高くなっ

ています。

【年齢別】

年齢別にみると、20～29 歳、50～64 歳で“男性優遇” の割合が、80歳以上で「平等である」

の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

10.9

5.6

25.0

48.7

31.8

25.0

18.8

45.5

25.0

4.5

8.4
1.0

25.0

15.7

5.2

1.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

11.1

10.6

10.7

13.3

9.8

2.6

3.9

2.4

40.0

46.0

30.9

38.2

45.9

47.1

44.7

47.1

51.2

35.4

27.0

26.8

29.8

29.6

27.5

42.1

31.4

34.1

43.8

60.0

7.9

15.4

5.3

3.9

2.6

3.9

2.1

1.6

0.8

0.8

2.0

6.3

15.4

14.5

11.2

7.8

5.3

9.8

9.8

6.3

0.8

2.0

2.6

3.9

2.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(6) 政治( 政策決定) の場で

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、「男性の方が非常に優遇されている」の割合が増加しています。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、「男性の方が非常に優遇されている」の割合が低くなっていま

す。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

愛知県 1,410

20.9

27.1

40.8

44.1

46.3

37.5

16.4

18.9

10.3

2.5

2.0

1.7

0.6

0.3

0.4

10.3

5.4

6.7

5.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

30.8

20.9

44.9

44.1

11.8

16.4

1.5

2.5

0.5

0.6

8.5

10.3

2.0

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

30.8

35.0

38.7

44.9

44.0

38.9

11.8

14.4

9.4

1.5

1.1

1.2

0.5

0.1

0.2

8.5

5.4

7.2

2.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、男で「平等である」の割合が、女で“男性優遇”の割合が高くなっ

ています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、30～49 歳で「男性の方が非常に優遇されている」の割合が高くな

っています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

34.5

26.9

25.0

44.5

46.2

25.0

7.8

15.7

25.0

0.6

2.8
0.7

25.0

10.9

5.9

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

20.0

31.7

37.4

37.4

33.7

31.4

26.3

29.4

22.0

4.2

20.0

44.4

39.8

35.1

45.9

49.0

50.0

52.9

61.0

56.3

17.5

8.1

11.5

12.2

11.8

10.5

9.8

9.8

18.8

40.0

2.4

1.5

1.0

5.3

20.0

1.6

0.8

4.8

11.4

13.7

7.1

5.9

5.3

3.9

4.9

10.4

0.8

2.0

2.6

3.9

2.4

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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(7) 社会全体で

【経年比較】

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、“男性優遇”の割合が低くなっています。

＜参考＞【平成 30 年度調査時における国・県調査との比較】

回答者数 =

長久手市 726

国 3,059

愛知県 1,410

10.6

9.7

19.4

54.8

64.5

54.0

16.1

21.1

11.3

5.0

2.8

4.8

1.4

0.2

1.7

7.9

1.7

6.1

4.3

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

12.5

10.6

58.2

54.8

14.4

16.1

4.0

5.0

0.8

1.4

8.1

7.9

2.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

12.5

11.3

16.2

58.2

62.8

56.5

14.4

21.2

12.9

4.0

2.8

3.0

0.8

0.3

1.2

8.1

1.6

6.1

2.1

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、男で「平等である」の割合が、女で“男性優遇”の割合が高くなっ

ています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、50～69 歳で“男性優遇”の割合が、75 歳以上で「平等である」の

割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

15.1

9.8

63.6

52.4

7.8

22.0

50.0

2.2

5.9

25.0

1.4

25.0

10.1

5.9

1.1

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

20.0

12.7

13.8

10.7

18.4

17.6

5.3

13.7

9.8

4.2

40.0

57.1

52.0

61.1

62.2

58.8

71.1

54.9

58.5

56.3

14.3

12.2

12.2

9.2

15.7

13.2

17.6

24.4

25.0

20.0

9.5

7.3

3.1

3.1

5.3

2.0

1.6

0.8

1.5

2.0

20.0

4.8

13.8

10.7

7.1

5.9

2.6

5.9

4.9

4.2

0.8

2.6

5.9

2.4

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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問３ 男女があらゆる分野で平等になるためには何が重要だと思いますか。次の中から

あてはまるものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

「女性を取り巻くさまざまな偏見や社会通念、慣習、しきたりなどを改める」の割合が 60.2％

と最も高く、次いで「学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等と相互の理解や協力に

ついての学習を充実する」の割合が 53.4％、「法律や制度の見直しを行い、性差別につながるも

のを改める」の割合が 48.5％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「法律や制度の見直しを行い、性差別につながるものを改める」

「学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実

する」の割合が増加しています。

【国・県との比較】

愛知県調査と比較すると、「法律や制度の見直しを行い、性差別につながるものを改める」「学

校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する」

「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図る」の割合

が高くなっています。

％

法律や制度の見直しを行い、性差別につながるもの
を改める

女性を取り巻くさまざまな偏見や社会通念、慣習、
しきたりなどを改める

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得す
るなど、積極的に力の向上を図る

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの
充実を図る

行政や企業などの重要な役職に女性を積極的に登用
する制度を採用・充実する

学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等
と相互の理解や協力についての学習を充実する

その他

わからない

無回答

48.5

60.2

45.8

43.5

42.6

53.4

6.7

3.2

1.5

38.3

57.3

42.1

45.0

40.6

44.5

7.6

4.3

2.3

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 655）

平成30年度調査

（回答者数 = 726）

％

法律や制度の見直しを行い、性差別につながるもの
を改める

女性を取り巻くさまざまな偏見や社会通念、慣習、
しきたりなどを改める

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得す
るなど、積極的に力の向上を図る

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの
充実を図る

行政や企業などの重要な役職に女性を積極的に登用
する制度を採用・充実する

学校教育や社会教育・生涯学習の場で、男女の平等
と相互の理解や協力についての学習を充実する

その他

わからない

無回答

48.5

60.2

45.8

43.5

42.6

53.4

6.7

3.2

1.5

35.7

55.8

37.5

42.8

37.1

41.5

6.3

4.3

5.2

0 20 40 60 80 100

長久手市

（回答者数 = 655）

愛知県

（回答者数 = 1,220）
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、

積極的に力の向上を図る」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

法
律
や
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
性
差

別
に
つ
な
が
る
も
の
を
改
め
る

女
性
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や

社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き
た
り
な
ど
を

改
め
る

女
性
自
身
が
経
済
力
を
つ
け
た
り
、
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
力
の
向
上
を
図
る

女
性
の
就
業
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

行
政
や
企
業
な
ど
の
重
要
な
役
職
に
女

性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
制
度
を
採

用
・
充
実
す
る

学
校
教
育
や
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

場
で
、
男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や

協
力
に
つ
い
て
の
学
習
を
充
実
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 48.5 60.2 45.8 43.5 42.6 53.4 6.7 3.2 1.5

女 357 47.9 61.3 51.3 48.2 45.4 56.0 4.8 3.6 1.1

男 286 49.0 58.7 38.8 36.7 38.8 50.0 9.1 2.4 1.7

その他 4 75.0 50.0 25.0 50.0 25.0 75.0 25.0 － －
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、30～59 歳、70～74 歳で「女性を取り巻くさまざまな偏見や社会通

念、慣習、しきたりなどを改める」の割合が、80 歳以上で「女性の就業、社会参加を支援する施

設やサービスの充実を図る」の割合が、75 歳以上で「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術

を習得するなど、積極的に力の向上を図る」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

法
律
や
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
性
差

別
に
つ
な
が
る
も
の
を
改
め
る

女
性
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や

社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き
た
り
な
ど
を

改
め
る

女
性
自
身
が
経
済
力
を
つ
け
た
り
、
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
力
の
向
上
を
図
る

女
性
の
就
業
、
社
会
参
加
を
支
援
す
る

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

行
政
や
企
業
な
ど
の
重
要
な
役
職
に
女

性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
制
度
を
採

用
・
充
実
す
る

学
校
教
育
や
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

場
で
、
男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や

協
力
に
つ
い
て
の
学
習
を
充
実
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 48.5 60.2 45.8 43.5 42.6 53.4 6.7 3.2 1.5

18～19 歳 5 20.0 20.0 60.0 － 20.0 40.0 － 20.0 －

20～29 歳 63 54.0 50.8 36.5 41.3 30.2 49.2 7.9 3.2 1.6

30～39 歳 123 49.6 65.0 34.1 39.8 42.3 56.1 7.3 1.6 －

40～49 歳 131 38.9 64.1 45.8 42.7 34.4 52.7 7.6 2.3 1.5

50～59 歳 98 51.0 67.3 54.1 44.9 43.9 56.1 8.2 5.1 －

60～64 歳 51 45.1 52.9 49.0 47.1 47.1 56.9 3.9 2.0 2.0

65～69 歳 38 50.0 52.6 36.8 23.7 52.6 42.1 13.2 7.9 5.3

70～74 歳 51 58.8 62.7 47.1 47.1 52.9 52.9 3.9 2.0 －

75～79 歳 41 51.2 53.7 58.5 51.2 48.8 58.5 4.9 － 2.4

80 歳以上 48 52.1 54.2 58.3 58.3 50.0 52.1 2.1 4.2 4.2
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（３） 仕事について

問４ あなたは、女性が職業を持つことについてどのように考えますか。次の中から１

つ選んでください。（○は１つ）

「ずっと職業をもった方がよい」の割合が 55.0％と最も高く、次いで「子どもができたら職業

をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」の割合が 20.2％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「ずっと職業をもった方がよい」の割合が増加しています。一

方、「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」の割合が減少して

います。

【国・県との比較】

国、愛知県調査と比較すると、「ずっと職業をもった方がよい」の割合が国より低く、愛知県よ

り高くなっています。

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

55.0

43.9

1.5

3.2

4.0

4.7

20.2

28.5

0.5

0.3

13.9

12.3

2.9

4.7

2.1

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと職業をもった方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子どもができるまでは職業をもつ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

55.0

61.0

43.5

1.5

4.8

3.9

4.0

6.5

7.6

20.2

20.3

32.0

0.5

3.9

0.4

13.9

1.7

4.4

2.9

1.7

3.9

2.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他と比べ、女で「ずっと職業をもった方がよい」の割合が高くなっています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、40～59 歳、65～69 歳で「ずっと職業をもった方がよい」の割合が、

75 歳以上で「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」の割合が

高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

59.1

50.0

50.0

2.2

0.7

3.1

5.2

21.8

18.2

0.3

0.7

10.6

17.8

50.0

2.5

3.5

0.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

40.0

50.8

46.3

64.1

63.3

56.9

63.2

52.9

46.3

43.8

1.6

2.4

1.5

2.0

2.0

2.4

20.0

4.8

2.4

1.5

3.1

9.8

5.3

5.9

7.3

2.1

17.5

21.1

13.0

18.4

17.6

18.4

19.6

34.1

39.6

2.0

2.4

2.1

20.0

20.6

24.4

16.0

10.2

11.8

7.9

11.8

2.4

20.0

3.2

2.4

3.1

3.1

2.0

2.6

3.9

4.2

1.6

0.8

0.8

2.0

2.6

2.0

4.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと職業をもった方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子どもができるまでは職業をもつ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

わからない

無回答
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問５ 問４で回答した理由について、次の中からあてはまるものをすべて選んでくださ

い。（○はいくつでも）

「女性も経済力を持った方がいいと思うから」の割合が 45.9％と最も高く、次いで「女性が能

力を活用しないのはもったいないから」の割合が 45.1％、「働くことを通じて自己実現が図れる

と思うから」の割合が 39.5％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「女性も経済力を持った方がいいと思うから」の割合が高くな

っています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
と
思
う
か
ら

子
ど
も
は
母
親
が
家
で
面
倒
を
見
た
方
が
い
い

と
思
う
か
ら

保
育
料
な
ど
を
払
う
よ
り
、
母
親
が
家
で
子
ど

も
の
面
倒
を
見
た
方
が
合
理
的
だ
と
思
う
か
ら

女
性
も
経
済
力
を
持
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
か

ら 仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
が
十
分
で
は
な
い
と

お
も
う
か
ら

働
き
続
け
る
の
は
大
変
そ
う
だ
と
思
う
か
ら

働
く
こ
と
を
通
じ
て
自
己
実
現
が
図
れ
る
と
思

う
か
ら

女
性
が
能
力
を
活
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な

い
か
ら

少
子
高
齢
化
で
働
き
手
が
減
少
し
て
い
る
の

で
、
女
性
も
働
い
た
方
が
い
い
と
思
う
か
ら

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 641 4.5 14.2 2.5 45.9 19.8 9.5 39.5 45.1 17.2 12.6 2.2 2.8

女 356 3.1 13.5 2.0 52.2 22.8 10.1 42.7 43.8 15.4 11.0 1.7 3.4

男 275 6.5 15.3 3.3 38.2 15.6 8.4 36.0 46.5 19.3 14.9 2.9 2.2

その他 4 － － － － － 25.0 25.0 50.0 － 25.0 － －

回答者数 = 641 ％

女性は家庭を守るべきだと思うから

子どもは母親が家で面倒を見た方がいいと思うから

保育料などを払うより、母親が家で子どもの面倒を
見た方が合理的だと思うから

女性も経済力を持った方がいいと思うから

仕事と家庭の両立支援が十分ではないとおもうから

働き続けるのは大変そうだと思うから

働くことを通じて自己実現が図れると思うから

女性が能力を活用しないのはもったいないから

少子高齢化で働き手が減少しているので、女性も働
いた方がいいと思うから

その他

わからない

無回答

4.5

14.2

2.5

45.9

19.8

9.5

39.5

45.1

17.2

12.6

2.2

2.8

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】

年齢別にみると、年齢が高くなるにつれ、「子どもは母親が家で面倒を見た方がいいと思うか

ら」の割合が高くなっています。また、他と比べ、20～29 歳で「女性が能力を活用しないのはも

ったいないから」の割合が、50～69、75～79 歳で「女性も経済力を持った方がいいと思うから」

の割合が、65～69 歳で「女性が能力を活用しないのはもったいないから」の割合が高くなってい

ます。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
と
思
う
か
ら

子
ど
も
は
母
親
が
家
で
面
倒
を
見
た
方
が
い
い

と
思
う
か
ら

保
育
料
な
ど
を
払
う
よ
り
、
母
親
が
家
で
子
ど

も
の
面
倒
を
見
た
方
が
合
理
的
だ
と
思
う
か
ら

女
性
も
経
済
力
を
持
っ
た
方
が
い
い
と
思
う
か

ら 仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
が
十
分
で
は
な
い
と

お
も
う
か
ら

働
き
続
け
る
の
は
大
変
そ
う
だ
と
思
う
か
ら

働
く
こ
と
を
通
じ
て
自
己
実
現
が
図
れ
る
と
思

う
か
ら

女
性
が
能
力
を
活
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な

い
か
ら

少
子
高
齢
化
で
働
き
手
が
減
少
し
て
い
る
の

で
、
女
性
も
働
い
た
方
が
い
い
と
思
う
か
ら

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 641 4.5 14.2 2.5 45.9 19.8 9.5 39.5 45.1 17.2 12.6 2.2 2.8

18～19 歳 5 － － － 40.0 20.0 － 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 －

20～29 歳 62 4.8 4.8 1.6 43.5 19.4 8.1 50.0 45.2 8.1 11.3 3.2 －

30～39 歳 122 4.9 9.8 2.5 35.2 23.8 14.8 36.9 34.4 11.5 21.3 4.1 0.8

40～49 歳 130 3.1 8.5 2.3 46.9 18.5 9.2 44.6 46.9 12.3 17.7 1.5 4.6

50～59 歳 98 3.1 14.3 5.1 54.1 13.3 5.1 36.7 51.0 21.4 13.3 － 3.1

60～64 歳 50 8.0 18.0 6.0 50.0 14.0 10.0 42.0 48.0 24.0 8.0 4.0 2.0

65～69 歳 37 － 18.9 2.7 56.8 18.9 － 37.8 59.5 24.3 2.7 － 8.1

70～74 歳 50 6.0 18.0 － 38.0 18.0 10.0 40.0 46.0 20.0 12.0 4.0 2.0

75～79 歳 39 7.7 33.3 － 56.4 25.6 12.8 35.9 41.0 28.2 － － 2.6

80 歳以上 44 6.8 29.5 － 43.2 31.8 11.4 27.3 47.7 22.7 － － 4.5
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【女性が職業を持つことへの考え方別】

女性が職業を持つことへの考え方別にみると、「ずっと職業をもった方がよい」という継続就

業型の考え方の人で、他と比べ「女性も経済力を持った方がいいと思うから」の割合が高くなっ

ています。「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」という再就

職型の考え方の人で、他と比べ「仕事と家庭の両立支援が十分ではないとおもうから」の割合が

高くなっています。「結婚するまでは職業をもつ方がよい」「女性は職業をもたない方がよい」と

いう専業主婦型の考え方の人で、他と比べ「女性は家庭を守るべきだと思うから」「子どもは母親

が家で面倒を見た方がいいと思うから」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
と

思
う
か
ら

子
ど
も
は
母
親
が
家
で
面
倒
を

見
た
方
が
い
い
と
思
う
か
ら

保
育
料
な
ど
を
払
う
よ
り
、
母

親
が
家
で
子
ど
も
の
面
倒
を
見

た
方
が
合
理
的
だ
と
思
う
か
ら

女
性
も
経
済
力
を
持
っ
た
方
が

い
い
と
思
う
か
ら

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
が
十

分
で
は
な
い
と
お
も
う
か
ら

働
き
続
け
る
の
は
大
変
そ
う
だ

と
思
う
か
ら

全 体 641 4.5 14.2 2.5 45.9 19.8 9.5

ずっと職業をもった方がよい 360 0.6 0.6 － 67.5 7.2 0.6

結婚するまでは職業をもつ方がよい 10 60.0 50.0 － 10.0 50.0 20.0

子どもができるまでは職業をもつ方
がよい

26 15.4 50.0 15.4 19.2 42.3 42.3

子どもができたら職業をやめ、大きく
なったら再び職業をもつ方がよい

132 10.6 49.2 6.8 25.0 51.5 33.3

女性は職業をもたない方がよい 3 66.7 66.7 － 33.3 33.3 －

その他 91 1.1 1.1 2.2 11.0 15.4 2.2

わからない 19 － 15.8 5.3 5.3 10.5 －

区分

働
く
こ
と
を
通
じ
て
自
己
実
現

が
図
れ
る
と
思
う
か
ら

女
性
が
能
力
を
活
用
し
な
い
の

は
も
っ
た
い
な
い
か
ら

少
子
高
齢
化
で
働
き
手
が
減
少

し
て
い
る
の
で
、
女
性
も
働
い

た
方
が
い
い
と
思
う
か
ら

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 39.5 45.1 17.2 12.6 2.2 2.8

ずっと職業をもった方がよい 58.3 61.4 24.2 4.2 － 3.1

結婚するまでは職業をもつ方がよい － 10.0 － － － －

子どもができるまでは職業をもつ方
がよい

15.4 23.1 11.5 － － －

子どもができたら職業をやめ、大きく
なったら再び職業をもつ方がよい

16.7 28.8 11.4 6.8 － －

女性は職業をもたない方がよい － 33.3 － － － －

その他 14.3 17.6 3.3 61.5 6.6 5.5

わからない 21.1 31.6 10.5 5.3 42.1 10.5
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問６ あなたは、女性が出産後なども離職せずに働き続けるために、家庭・社会・職場

において必要なことは何だと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選ん

でください。（○はいくつでも）

「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」の割合が 78.2％と最も高く、次

いで「男性の家事参加への理解・意識改革」の割合が 65.5％、「職場における育児・介護との両

立支援制度の充実」の割合が 58.2％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

e

％

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境
の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方の改革

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進な
どへの不利益な取扱いの禁止

その他

特にない

わからない

無回答

78.2

40.2

51.6

65.5

51.9

29.0

49.0

58.2

56.6

42.3

3.5

0.8

1.2

1.4

82.4

43.8

48.1

61.3

56.3

32.4

49.7

57.6

55.6

39.4

5.0

0.8

1.9

0.7

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 655）

平成30年度調査

（回答者数 = 726）
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【国・県との比較】

愛知県調査と比較すると、「男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方の改革」「育児や介護

による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止」「短時間勤務制度や在宅

勤務制度などの導入」「男性の家事参加への理解・意識改革」の割合が高くなっています。

％

保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境
の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方の改革

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進な
どへの不利益な取扱いの禁止

その他

特にない

わからない

無回答

78.2

40.2

51.6

65.5

51.9

29.0

49.0

58.2

56.6

42.3

3.5

0.8

1.2

1.4

80.7

40.7

49.3

59.4

54.5

29.3

37.3

53.2

46.6

30.6

2.7

0.6

1.6

0.9

0 20 40 60 80 100

長久手市

（回答者数 = 655）

愛知県

（回答者数 = 1,220）
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「男性の家事参加への理解・意識改革」「介護支援サービスの充

実」「女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革」の割合が高くなっています。特に「男性

の家事参加への理解・意識改革」では、男に比べ女で 18.3 ポイント高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
子

ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備 介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

家
事
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実 男
性
の
家
事
参
加
へ
の
理
解
・
意

識
改
革

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

周
囲
の
理
解
・
意
識
改
革

働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
女
性
自

身
の
意
識
改
革

男
女
双
方
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
含
め
た
働
き
方
の
改
革

全 体 655 78.2 40.2 51.6 65.5 51.9 29.0 49.0

女 357 80.1 45.7 50.1 73.9 57.4 29.7 51.3

男 286 77.3 34.3 54.5 55.6 44.8 28.7 45.8

その他 4 50.0 － 50.0 50.0 75.0 25.0 50.0

区分

職
場
に
お
け
る
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
制
度
の
充
実

短
時
間
勤
務
制
度
や
在
宅
勤
務

制
度
な
ど
の
導
入

育
児
や
介
護
に
よ
る
仕
事
へ
の

制
約
を
理
由
と
し
た
昇
進
な
ど

へ
の
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 58.2 56.6 42.3 3.5 0.8 1.2 1.4

女 59.4 59.1 45.1 1.7 0.3 1.7 0.3

男 57.3 53.8 39.5 5.9 1.0 0.3 2.1

その他 50.0 25.0 50.0 － 25.0 － －
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、40～49 歳で「短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入」の割合

が、20～49 歳で「男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方の改革」の割合が高くなっていま

す。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
子

ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備 介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

家
事
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実 男
性
の
家
事
参
加
へ
の
理
解
・
意

識
改
革

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

周
囲
の
理
解
・
意
識
改
革

働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
女
性
自

身
の
意
識
改
革

男
女
双
方
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
含
め
た
働
き
方
の
改
革

全 体 655 78.2 40.2 51.6 65.5 51.9 29.0 49.0

18～19 歳 5 60.0 40.0 40.0 60.0 80.0 － 20.0

20～29 歳 63 79.4 36.5 55.6 76.2 47.6 20.6 60.3

30～39 歳 123 85.4 33.3 60.2 67.5 57.7 26.0 61.0

40～49 歳 131 76.3 45.0 49.6 67.9 48.1 33.6 55.7

50～59 歳 98 81.6 46.9 58.2 68.4 56.1 35.7 43.9

60～64 歳 51 70.6 39.2 45.1 58.8 52.9 25.5 33.3

65～69 歳 38 86.8 42.1 44.7 55.3 47.4 23.7 50.0

70～74 歳 51 76.5 39.2 47.1 60.8 56.9 29.4 33.3

75～79 歳 41 73.2 43.9 48.8 61.0 46.3 31.7 34.1

80 歳以上 48 72.9 35.4 41.7 60.4 43.8 31.3 43.8

区分

職
場
に
お
け
る
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
制
度
の
充
実

短
時
間
勤
務
制
度
や
在
宅
勤
務

制
度
な
ど
の
導
入

育
児
や
介
護
に
よ
る
仕
事
へ
の

制
約
を
理
由
と
し
た
昇
進
な
ど

へ
の
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 58.2 56.6 42.3 3.5 0.8 1.2 1.4

18～19 歳 20.0 40.0 20.0 － － 20.0 －

20～29 歳 66.7 58.7 49.2 3.2 1.6 － 1.6

30～39 歳 62.6 64.2 50.4 3.3 － 0.8 0.8

40～49 歳 65.6 68.7 43.5 5.3 0.8 － 0.8

50～59 歳 59.2 51.0 42.9 5.1 － － －

60～64 歳 54.9 52.9 39.2 － 3.9 － －

65～69 歳 47.4 50.0 34.2 5.3 － 2.6 －

70～74 歳 49.0 45.1 33.3 2.0 － 3.9 －

75～79 歳 46.3 51.2 29.3 4.9 － 2.4 2.4

80 歳以上 54.2 41.7 43.8 － 2.1 2.1 6.3
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【女性が職業を持つことへの考え方別】

女性が職業を持つことへの考え方別にみると、他に比べ、ずっと職業をもった方がよい、結婚

するまでは職業をもつ方がよい、子どもができるまでは職業をもつ方がよいで「保育所や学童ク

ラブなど、子どもを預けられる環境の整備」の割合が、結婚するまでは職業をもつ方がよいで「女

性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革」「男性の家事参加への理解・意識改革」の割合が

高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
子

ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境
の
整

備 介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

家
事
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実 男
性
の
家
事
参
加
へ
の
理
解
・
意

識
改
革

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

周
囲
の
理
解
・
意
識
改
革

働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
女
性
自

身
の
意
識
改
革

男
女
双
方
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
含
め
た
働
き
方
の
改
革

全 体 655 78.2 40.2 51.6 65.5 51.9 29.0 49.0

ずっと職業をもった方がよい 360 86.4 50.6 58.3 72.2 61.9 36.9 52.8

結婚するまでは職業をもつ方がよい 10 90.0 50.0 50.0 80.0 70.0 10.0 40.0

子どもができるまでは職業をもつ方
がよい

26 80.8 26.9 38.5 53.8 26.9 11.5 38.5

子どもができたら職業をやめ、大き
くなったら再び職業をもつ方がよい

132 70.5 25.0 48.5 55.3 38.6 24.2 43.2

女性は職業をもたない方がよい 3 33.3 33.3 － － 33.3 － －

その他 91 70.3 34.1 46.2 65.9 45.1 20.9 54.9

わからない 19 52.6 21.1 36.8 52.6 36.8 10.5 36.8

区分

職
場
に
お
け
る
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
制
度
の
充
実

短
時
間
勤
務
制
度
や
在
宅
勤
務

制
度
な
ど
の
導
入

育
児
や
介
護
に
よ
る
仕
事
へ
の

制
約
を
理
由
と
し
た
昇
進
な
ど

へ
の
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 58.2 56.6 42.3 3.5 0.8 1.2 1.4

ずっと職業をもった方がよい 64.7 61.4 48.9 2.2 － 0.6 －

結婚するまでは職業をもつ方がよい 60.0 50.0 50.0 － － － －

子どもができるまでは職業をもつ方
がよい

53.8 46.2 30.8 － － 3.8 －

子どもができたら職業をやめ、大き
くなったら再び職業をもつ方がよい

51.5 56.1 31.1 3.0 0.8 1.5 －

女性は職業をもたない方がよい － 33.3 － 33.3 － － －

その他 54.9 53.8 44.0 9.9 3.3 － －

わからない 42.1 36.8 21.1 － 5.3 15.8 －
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（４） ワーク・ライフ・バランスについて

問７ あなたは、生活の中で仕事、家庭生活、地域・個人の生活で何を優先しますか。

Ａ（希望として）、Ｂ（現実として）についてそれぞれ１つ選んでください。

（Ａのなかで○を１つ、Ｂのなかで○を１つ）

Ａ（希望として）

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」の割合が 27.8％と最も高く、次いで「「仕事」

と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の三つとも大切にしたい」の割合が 25.0％、「「家庭生活」

を優先したい」の割合が 23.5％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」の割合が増加し

ています。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の三つとも大

切にしたい」の割合が高くなっています。

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

2.9

2.9

23.5

26.9

2.4

2.6

27.8

22.2

2.9

2.8

9.9

10.7

25.0

27.1

0.5

0.6

2.3

2.5

2.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の三つとも大切にしたい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

2.9

9.9

5.3

23.5

28.4

22.1

2.4

4.7

1.8

27.8

28.7

35.2

2.9

3.3

3.9

9.9

10.1

6.1

25.0

13.1

18.9

0.5

0.7

2.3

1.9

2.1

2.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%



34

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、65～69 歳で「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」の割

合が、30～39 歳で「「家庭生活」を優先したい」の割合が、50～59 歳で「「仕事」と「家庭生活」

と「地域・個人の生活」の三つとも大切にしたい」の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

1.7

4.2

25.0

23.2

24.8

3.1

1.7

26.3

30.4

2.8

2.8

25.0

10.9

8.4

25.0

26.1

23.4

25.0

0.8
3.4

1.0

1.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

4.8

1.6

4.6

2.0

3.9

7.3

2.1

23.8

30.1

24.4

18.4

27.5

18.4

23.5

24.4

18.8

20.0

7.9

1.6

0.8

3.1

2.0

2.6

4.9

20.0

27.0

28.5

29.8

30.6

23.5

44.7

27.5

14.6

20.8

7.9

2.4

1.5

3.1

7.8

2.6

2.4

20.0

7.9

11.4

9.9

9.2

7.8

2.6

17.6

9.8

8.3

20.0

19.0

22.8

26.0

30.6

23.5

23.7

21.6

26.8

29.2

0.8

1.0

2.1

20.0

0.8

1.0

7.8

5.3

3.9

2.4

6.3

1.6

0.8

2.3

1.0

2.0

7.3

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の三つとも大切にしたい

その他

わからない

無回答
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Ｂ（現実として）

「「仕事」を優先している」の割合が 30.1％と最も高く、次いで「「家庭生活」を優先している」

の割合が 29.3％、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」の割合が 18.9％となっていま

す。

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【国・県調査との比較】

国、愛知県調査と比較すると、大きな差異はみられません。

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

30.1

27.3

29.3

28.9

2.3

2.9

18.9

19.4

1.7

3.0

4.9

5.5

5.3

6.6

1.4

1.1

4.0

4.0

2.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の三つとも大切にしている

その他

わからない

無回答

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

30.1

25.9

33.0

29.3

30.3

23.5

2.3

4.5

1.7

18.9

21.0

21.1

1.7

3.1

2.4

4.9

8.1

3.9

5.3

5.1

4.4

1.4

1.8

4.0

1.9

4.5

2.1

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、他に比べ、男で「「仕事」を優先している」の割合が、女で「「家庭生活」を優

先している」の割合が高くなっています。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～29 歳で「「仕事」を優先している」の割合が、50～59 歳で「「仕

事」と「家庭生活」をともに優先している」の割合が、30～49 歳、75～79 歳で「「家庭生活」を

優先している」の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

18.5

44.1

75.0

42.9

13.3

2.0

2.8

16.8

22.4

1.4

1.7

25.0

7.0

2.4

3.4

7.3

1.4

1.4

5.6

1.7

1.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

40.0

44.4

32.5

32.8

32.7

19.6

36.8

21.6

19.5

16.7

17.5

36.6

34.4

21.4

31.4

28.9

29.4

36.6

25.0

6.3

1.6

3.1

2.0

5.3

4.9

2.1

12.7

17.9

19.8

28.6

23.5

15.8

15.7

12.2

18.8

20.0

4.8

1.6

0.8

1.0

2.0

2.6

2.0

4.1

5.3

3.1

7.8

2.6

15.7

4.9

4.2

6.3

4.1

3.1

8.2

5.9

5.3

3.9

4.9

6.3

3.2

3.9

4.9

6.3

40.0

3.2

0.8

2.3

2.0

7.8

2.6

3.9

9.8

8.3

1.6

0.8

1.5

3.9

2.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の三つとも大切にしている

その他

わからない

無回答



37

問８ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。次の

中から１つ選んでください。（○は１つ）

「どちらかといえば反対」の割合が 32.8％と最も高く、次いで「反対」の割合が 32.2％、「ど

ちらかといえば賛成」の割合が 19.5％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「反対」の割合が増加しています。一方、「どちらかといえば

賛成」の割合が減少しています。

【国・県との比較】

国、愛知県調査と比較すると、「どちらかといえば反対」と「反対」の割合を合わせた“反対”

の割合が高くなっています。

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

2.3

3.9

19.5

29.3

32.8

28.8

32.2

26.7

11.3

10.7

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

愛知県 1,220

2.3

7.5

5.5

19.5

27.5

35.2

32.8

36.6

31.6

32.2

23.2

19.0

11.3

5.2

6.4

1.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～29 歳、50～59 歳で「反対」の割合が、70～74 歳で「どちら

かといえば反対」の割合が高くなっています。

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

1.7

3.1

17.6

22.4

35.0

30.4

33.3

30.8

50.0

10.4

12.2

50.0

2.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

4.8

3.3

0.8

2.6

3.9

4.9

4.2

20.0

11.1

20.3

17.6

16.3

23.5

18.4

27.5

26.8

25.0

20.0

23.8

29.3

33.6

31.6

33.3

39.5

43.1

39.0

31.3

20.0

54.0

33.3

30.5

43.9

25.5

26.3

17.6

19.5

22.9

20.0

6.3

12.2

16.0

8.2

17.6

10.5

5.9

9.8

10.4

20.0

1.6

1.5

2.6

2.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問９ あなたは、男性が家事、子育てを行うことについて、あなたの考えにあてはまる

ものを次の中からすべて選んでください。（○はいくつでも）

「男性も家事、子育てを行うことは当然である」の割合が 63.5％と最も高く、次いで「子ども

にいい影響を与える」の割合が 54.7％、「家事、子育てを行う男性は、時間の使い方が効率的で

仕事もできる」の割合が 30.4％となっています。

回答者数 = 655 ％

男性も家事、子育てを行うことは当然であ
る

家事、子育てを行う男性は、時間の使い方
が効率的で仕事もできる

男性自身も充実感を得られる

子どもにいい影響を与える

仕事と両立させることは、現実として難し
い

家事、子育ては女性の方が向いている

周囲から冷たい目で見られる

男性は、家事、子育てを行うべきではない

その他

特にない

わからない

無回答

63.5

30.4

29.6

54.7

29.8

11.0

1.2

0.2

4.4

1.2

2.0

1.7

0 20 40 60 80 100
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【国・県との比較】

愛知県調査と比較すると、「家事、子育てを行う男性は、時間の使い方が効率的で仕事もでき

る」「男性も家事、子育てを行うことは当然である」「男性自身も充実感を得られる」の割合が高

くなっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

男
性
も
家
事
、
子
育
て
を
行
う
こ
と
は
当

然
で
あ
る

家
事
、
子
育
て
を
行
う
男
性
は
、
時
間
の

使
い
方
が
効
率
的
で
仕
事
も
で
き
る

男
性
自
身
も
充
実
感
を
得
ら
れ
る

子
ど
も
に
い
い
影
響
を
与
え
る

仕
事
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
現
実
と
し

て
難
し
い

家
事
、
子
育
て
は
女
性
の
方
が
向
い
て
い

る 周
囲
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
る

男
性
は
、
家
事
、
子
育
て
を
行
う
べ
き
で

は
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 63.5 30.4 29.6 54.7 29.8 11.0 1.2 0.2 4.4 1.2 2.0 1.7

女 357 64.7 33.1 30.5 59.4 27.5 8.7 1.1 － 3.9 1.1 2.8 2.0

男 286 63.6 26.9 29.0 49.3 33.2 14.0 1.4 0.3 5.2 1.0 1.0 0.7

その他 4 50.0 － － 25.0 － － － － － 25.0 － －

％

男性も家事、子育てを行うことは当然である

家事、子育てを行う男性は、時間の使い方が効率的
で仕事もできる

男性自身も充実感を得られる

子どもにいい影響を与える

仕事と両立させることは、現実として難しい

家事、子育ては女性の方が向いている

周囲から冷たい目で見られる

男性は、家事、子育てを行うべきではない

その他

特にない

わからない

無回答

63.5

30.4

29.6

54.7

29.8

11.0

1.2

0.2

4.4

1.2

2.0

1.7

59.3

25.0

27.0

60.4

31.1

16.0

1.3

0.6

4.2

1.2

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

長久手市

（回答者数 = 655）

愛知県

（回答者数 = 1,220）
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～39 歳で「男性も家事、子育てを行うことは当然である」「子

どもにいい影響を与える」の割合が高くなっています。また、20～29 歳で「家事、子育てを行う

男性は、時間の使い方が効率的で仕事もできる」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

男
性
も
家
事
、
子
育
て
を
行
う
こ
と
は
当

然
で
あ
る

家
事
、
子
育
て
を
行
う
男
性
は
、
時
間
の

使
い
方
が
効
率
的
で
仕
事
も
で
き
る

男
性
自
身
も
充
実
感
を
得
ら
れ
る

子
ど
も
に
い
い
影
響
を
与
え
る

仕
事
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
現
実
と
し

て
難
し
い

家
事
、
子
育
て
は
女
性
の
方
が
向
い
て
い

る 周
囲
か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
る

男
性
は
、
家
事
、
子
育
て
を
行
う
べ
き
で

は
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 63.5 30.4 29.6 54.7 29.8 11.0 1.2 0.2 4.4 1.2 2.0 1.7

18～19 歳 5 20.0 － 20.0 20.0 40.0 － － － － － 20.0 20.0

20～29 歳 63 73.0 47.6 38.1 60.3 28.6 6.3 4.8 － 3.2 1.6 － 1.6

30～39 歳 123 72.4 26.8 30.9 61.8 30.9 12.2 1.6 － 4.9 0.8 0.8 0.8

40～49 歳 131 67.9 26.0 26.0 54.2 33.6 9.9 0.8 0.8 4.6 0.8 0.8 1.5

50～59 歳 98 69.4 31.6 28.6 54.1 28.6 9.2 1.0 － 4.1 － 3.1 －

60～64 歳 51 54.9 31.4 33.3 51.0 27.5 19.6 － － 9.8 2.0 － －

65～69 歳 38 60.5 26.3 15.8 47.4 28.9 10.5 － － 7.9 2.6 － 2.6

70～74 歳 51 68.6 27.5 29.4 58.8 21.6 5.9 － － 3.9 2.0 5.9 －

75～79 歳 41 31.7 31.7 34.1 43.9 34.1 17.1 2.4 － － 2.4 4.9 －

80 歳以上 48 50.0 31.3 33.3 52.1 29.2 14.6 － － 2.1 2.1 4.2 6.3
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問 10 現在（今までに）どのような活動に参加していますか（した経験があります

か）。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

「町内会・自治会」の割合が 43.2％と最も高く、次いで「ＰＴＡ、子ども会」の割合が 37.4％、

「教養・趣味・スポーツのサークル」の割合が 33.7％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「ＰＴＡ、子ども会」「福祉や子育て支援などのボランティア活

動」の割合が、男で「参加したことはない」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会

女
性
の
会
・
地
域
女
性
団
体
（
ま
た

は
男
性
の
会
・
地
域
男
性
団
体
）

町
内
会
・
自
治
会

老
人
ク
ラ
ブ
・
高
齢
者
の
会

福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

消
費
や
環
境
な
ど
の
市
民
活
動

教
養
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク

ル そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全 体 655 37.4 2.6 43.2 3.8 9.3 3.7 33.7 1.7 27.8 1.8

女 357 54.6 3.6 43.7 2.8 12.0 3.9 35.6 1.4 24.6 2.2

男 286 16.8 1.4 42.3 5.2 6.3 3.1 31.5 2.1 32.2 1.0

その他 4 － － 50.0 － － － 50.0 － 25.0 －

回答者数 = 655 ％

ＰＴＡ、子ども会

女性の会・地域女性団体（または男性の
会・地域男性団体）

町内会・自治会

老人クラブ・高齢者の会

福祉や子育て支援などのボランティア活動

消費や環境などの市民活動

教養・趣味・スポーツのサークル

その他

参加したことはない

無回答

37.4

2.6

43.2

3.8

9.3

3.7

33.7

1.7

27.8

1.8

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～39 歳で「参加したことはない」の割合が、75～79 歳で「教養・

趣味・スポーツのサークル」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会

女
性
の
会
・
地
域
女
性
団
体
（
ま
た

は
男
性
の
会
・
地
域
男
性
団
体
）

町
内
会
・
自
治
会

老
人
ク
ラ
ブ
・
高
齢
者
の
会

福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

消
費
や
環
境
な
ど
の
市
民
活
動

教
養
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク

ル そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全 体 655 37.4 2.6 43.2 3.8 9.3 3.7 33.7 1.7 27.8 1.8

18～19 歳 5 40.0 － － － － 20.0 40.0 － 20.0 20.0

20～29 歳 63 15.9 － 3.2 － 11.1 3.2 20.6 1.6 61.9 －

30～39 歳 123 13.8 － 24.4 － 4.9 2.4 18.7 0.8 51.2 1.6

40～49 歳 131 49.6 2.3 42.0 － 12.2 5.3 26.0 0.8 21.4 2.3

50～59 歳 98 50.0 1.0 56.1 － 9.2 3.1 39.8 1.0 21.4 －

60～64 歳 51 56.9 3.9 60.8 2.0 13.7 3.9 45.1 － 9.8 2.0

65～69 歳 38 47.4 － 57.9 － 2.6 － 34.2 5.3 18.4 2.6

70～74 歳 51 51.0 5.9 62.7 9.8 7.8 9.8 52.9 7.8 13.7 2.0

75～79 歳 41 39.0 4.9 61.0 17.1 14.6 － 53.7 － 9.8 －

80 歳以上 48 25.0 12.5 58.3 25.0 10.4 － 50.0 2.1 12.5 4.2
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問 11 今後または引き続き、あなたが参加したい活動はありますか。次の中からあては

まるものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

「教養・趣味・スポーツのサークル」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「参加したいとは思

わない。」の割合が 31.3％、「福祉や子育て支援などのボランティア活動」の割合が 15.7％とな

っています。

【国・県との比較】

愛知県調査と比較すると、「教養・趣味・スポーツのサークル」「消費や環境などの市民活動」

の割合が高くなっています。

回答者数 = 655 ％

ＰＴＡ、子ども会

女性の会・地域女性団体（または男性の
会・地域男性団体）

町内会・自治会

老人クラブ・高齢者の会

福祉や子育て支援などのボランティア活動

消費や環境などの市民活動

教養・趣味・スポーツのサークル

その他

参加したいとは思わない。

無回答

4.3

2.6

10.8

6.6

15.7

9.9

48.5

1.8

31.3

3.5

0 20 40 60 80 100

％

ＰＴＡ、子ども会

女性の会・地域女性団体（または男性の会・地域男
性団体）

町内会・自治会

老人クラブ・高齢者の会

福祉や子育て支援などのボランティア活動

消費や環境などの市民活動

教養・趣味・スポーツのサークル

その他

参加したいとは思わない。

無回答

4.3

2.6

10.8

6.6

15.7

9.9

48.5

1.8

31.3

3.5

5.1

2.5

16.3

7.4

11.6

4.5

41.6

4.3

28.9

5.9

0 20 40 60 80 100

長久手市

（回答者数 = 655）

愛知県

（回答者数 = 1,220）



45

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「教養・趣味・スポーツのサークル」の割合が、男で「町内会・

自治会」「消費や環境などの市民活動」の割合が高くなっています。

単位：％

【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～39 歳で「参加したいとは思わない。」の割合が、75～79 歳で

「教養・趣味・スポーツのサークル」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会

女
性
の
会
・
地
域
女
性
団
体
（
ま
た

は
男
性
の
会
・
地
域
男
性
団
体
）

町
内
会
・
自
治
会

老
人
ク
ラ
ブ
・
高
齢
者
の
会

福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

消
費
や
環
境
な
ど
の
市
民
活
動

教
養
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク

ル そ
の
他

参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

無
回
答

全 体 655 4.3 2.6 10.8 6.6 15.7 9.9 48.5 1.8 31.3 3.5

女 357 5.3 2.8 7.0 6.2 16.8 7.6 51.8 1.1 30.5 4.2

男 286 3.1 2.4 15.7 7.3 14.3 12.9 44.8 2.8 32.5 1.7

その他 4 － － 25.0 － － － 25.0 － 50.0 －

区分

回
答
者
数
（
件
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会

女
性
の
会
・
地
域
女
性
団
体
（
ま
た

は
男
性
の
会
・
地
域
男
性
団
体
）

町
内
会
・
自
治
会

老
人
ク
ラ
ブ
・
高
齢
者
の
会

福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

消
費
や
環
境
な
ど
の
市
民
活
動

教
養
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
の
サ
ー
ク

ル そ
の
他

参
加
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

無
回
答

全 体 655 4.3 2.6 10.8 6.6 15.7 9.9 48.5 1.8 31.3 3.5

18～19 歳 5 － － 20.0 － － 20.0 60.0 － － 20.0

20～29 歳 63 7.9 3.2 6.3 1.6 12.7 4.8 39.7 3.2 46.0 1.6

30～39 歳 123 8.1 3.3 8.1 0.8 12.2 5.7 35.0 1.6 45.5 3.3

40～49 歳 131 8.4 1.5 13.0 － 17.6 13.0 48.9 0.8 33.6 3.1

50～59 歳 98 1.0 4.1 9.2 1.0 16.3 10.2 57.1 2.0 28.6 1.0

60～64 歳 51 2.0 2.0 9.8 3.9 19.6 15.7 58.8 3.9 17.6 －

65～69 歳 38 － 2.6 15.8 2.6 21.1 10.5 57.9 － 31.6 2.6

70～74 歳 51 － 2.0 7.8 11.8 15.7 15.7 51.0 2.0 19.6 7.8

75～79 歳 41 － 2.4 12.2 22.0 12.2 9.8 61.0 2.4 19.5 2.4

80 歳以上 48 － 2.1 20.8 45.8 18.8 4.2 43.8 2.1 16.7 8.3
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（５） 結婚、子育てについて

問 12 結婚について、「結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらで

もよい」という考え方について、あなたはどう思いますか。次の中から１つ選んで

ください。（○は１つ）

「賛成」の割合が 45.3％と最も高く、次いで「どちらかといえば賛成」の割合が 25.0％、「ど

ちらかといえば反対」の割合が 15.4％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「賛成」の割合が増加しています。一方、「どちらかといえば

反対」の割合が減少しています。

【性別】

性別にみると、他と比べ、女で「賛成」の割合が高くなっています。

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

45.3

34.3

25.0

28.0

15.4

21.8

3.4

7.0

9.3

8.0

1.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

49.0

40.6

100.0

26.1

24.5

12.3

18.9

0.8

6.6

10.1

8.7

1.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】

年齢別にみると、年齢が低くなるにつれ、「賛成」の割合が高くなっています。

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

80.0

77.8

68.3

50.4

43.9

29.4

28.9

17.6

14.6

18.8

12.7

22.0

30.5

34.7

31.4

28.9

17.6

26.8

14.6

4.8

1.6

5.3

9.2

23.5

26.3

45.1

46.3

29.2

1.6

1.6

1.5

3.1

2.0

5.3

5.9

2.4

14.6

20.0

3.2

5.7

11.5

9.2

11.8

7.9

11.8

9.8

16.7

0.8

0.8

2.0

2.6

2.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13 あなたは、子育てについてどのような考えを持っていますか。次の中から１つ選

んでください。（○は１つ）

「性別にとらわれず、個性を尊重する方がよい」の割合が 84.9％と最も高くなっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「性別にとらわれず、個性を尊重する方がよい」の割合が高く

なっています。

回答者数 =

　 655 84.9 9.2
1.8
2.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性別にとらわれず、個性を尊重する方がよい

男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい

その他

わからない

無回答

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

90.5

78.3

75.0

4.8

15.0

1.1

2.4

25.0

2.8

2.4

0.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、30～49 歳で「性別にとらわれず、個性を尊重する方がよい」の割

合が高くなっています。

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

80.0

87.3

93.5

90.8

79.6

76.5

84.2

82.4

78.0

75.0

6.3

3.3

5.3

15.3

13.7

7.9

13.7

14.6

14.6

3.2

1.6

0.8

3.1

2.0

2.6

4.2

20.0

3.2

0.8

1.5

2.0

7.8

2.6

3.9

2.4

2.1

0.8

1.5

2.6

4.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性別にとらわれず、個性を尊重する方がよい

男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方がよい

その他

わからない

無回答
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（６） ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について

問 14 あなたは、配偶者、パートナーまたは恋人との間において、ＤＶの経験がありま

すか。次の中から１つ選んでください。（○は１つ）

「経験がない」の割合が 87.0％と最も高くなっています。一方、「被害の経験がある」の割合

が 4.9％、「加害の経験がある」の割合が 0.9％、「被害、加害ともに経験がある」の割合が 0.6％

となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【性別】

性別にみると、他と比べ、女で「被害の経験がある」の割合が、男で、「加害の経験がある」の

割合が高くなっています。

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

4.9

5.4

0.9

0.8

0.6

1.1

3.8
87.0

91.5

2.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被害の経験がある

加害の経験がある

被害、加害ともに経験がある

ＤＶと思われる場面を見聞きしたことがある

経験がない

無回答

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

7.8

1.4
2.1

0.8

0.3

3.4

4.2

25.0

85.7

89.5

75.0

2.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】

年齢別にみると、「被害の経験がある」の割合が 50～59 歳で 11.2％、50～59 歳で 9.8％、「加

害の経験がある」の割合が 70～74 歳で 5.9％、75～79 歳で 4.9％、「被害、加害ともに経験があ

る」の割合が 30～39 歳で 6.5％、50～59 歳で 6.1％と、他に比べ割合が高くなっています。

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

6.3

2.4

5.3

11.2

9.8

5.3

1.0

5.9

4.9

0.8

1.0

2.6

2.4

3.2

6.5

3.8

6.1

3.9

2.6

2.1

100.0

90.5

88.6

89.3

78.6

82.4

89.5

92.2

90.2

85.4

1.6

1.5

2.0

3.9

2.0

2.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被害の経験がある

加害の経験がある

被害、加害ともに経験がある

ＤＶと思われる場面を見聞きしたことがある

経験がない

無回答
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問 15 問１４で「１」～「４」と回答した方にお聞きします。あなたは、ＤＶについて

誰かに打ち明けたり相談したりしましたか。次の中からあてはまるものをすべて選

んでください。（○はいくつでも）

「相談しようとは思わなかった」、「家族・友人・先生などに相談した」の割合が 32.8％と最も

高く、次いで「相談したかったが、相談しなかった」の割合が 14.9％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「相談したかったが、相談しなかった」の割合が減少していま

す。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男で「相談しようとは思わなかった」の割合が、女で「相談したか

ったが、相談しなかった」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

相
談
し
よ
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た

相
談
し
た
か
っ
た
が
、

相
談
し
な
か
っ
た

公
的
な
相
談
機
関
に

相
談
し
た

民
間
の
相
談
機
関
に

相
談
し
た

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
に
相
談
し
た

家
族
・
友
人
・
先
生
な

ど
に
相
談
し
た

そ
の
他

無
回
答

全 体 67 32.8 14.9 10.4 4.5 10.4 32.8 11.9 3.0

女 43 23.3 20.9 9.3 4.7 11.6 37.2 11.6 2.3

男 23 52.2 4.3 13.0 4.3 4.3 26.1 13.0 4.3

その他 1 － － － － 100.0 － － －

％

相談しようとは思わなかった

相談したかったが、相談しなかった

公的な相談機関に相談した

民間の相談機関に相談した

医師・カウンセラーなどに相談した

家族・友人・先生などに相談した

その他

無回答

32.8

14.9

10.4

4.5

10.4

32.8

11.9

3.0

32.1

22.6

7.5

1.9

5.7

32.1

5.7

0.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 67）

平成30年度調査

（回答者数 = 53）
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、50～59 歳で「公的な相談機関に相談した」「家族・友人・先生な

どに相談した」の割合が、30～39 歳で「家族・友人・先生などに相談した」の割合が、40～49 歳

で「相談しようとは思わなかった」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

相
談
し
よ
う
と
は
思

わ
な
か
っ
た

相
談
し
た
か
っ
た
が
、

相
談
し
な
か
っ
た

公
的
な
相
談
機
関
に

相
談
し
た

民
間
の
相
談
機
関
に

相
談
し
た

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
に
相
談
し
た

家
族
・
友
人
・
先
生
な

ど
に
相
談
し
た

そ
の
他

無
回
答

全 体 67 32.8 14.9 10.4 4.5 10.4 32.8 11.9 3.0

18～19 歳 － － － － － － － － －

20～29 歳 6 － 33.3 － － 33.3 33.3 16.7 －

30～39 歳 12 33.3 － 8.3 － － 41.7 16.7 8.3

40～49 歳 12 41.7 16.7 8.3 － 16.7 33.3 16.7 －

50～59 歳 19 26.3 15.8 21.1 15.8 15.8 42.1 5.3 －

60～64 歳 7 14.3 28.6 － － － 28.6 14.3 14.3

65～69 歳 4 50.0 － 25.0 － － 25.0 － －

70～74 歳 3 66.7 － － － － － 33.3 －

75～79 歳 3 100.0 － － － － － － －

80 歳以上 1 － 100.0 － － － － － －
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問 16 問 15 で「１」または「２」と回答した方にお聞きします。あなたが、誰（ど

こ）にも相談しなかったのは、なぜですか。次の中からあてはまるものをすべて選

んでください。（○はいくつでも）

「自分にも悪いところがあると思った」の割合が 35.5％と最も高く、次いで「自分さえ我慢す

ればやっていけると思った」、「相談するほどのことではないと思った」の割合が 29.0％となって

います。

平成 30 年度調査と比較すると、「自分にも悪いところがあると思った」「相談するほどのこと

ではないと思った」の割合が増加しています。一方、「相談しても無駄だと思った」「相談場所が

わからなかった」「自分さえ我慢すればやっていけると思った」「子どもに危害が及ぶと思った」

の割合が減少しています。

％

相談しても無駄だと思った

相談場所がわからなかった

相談する人がいなかった

自分さえ我慢すればやっていけると思った

自分にも悪いところがあると思った

仕返しを受けると思った

他人を巻き込みたくなかった

子どもに危害が及ぶと思った

相談するほどのことではないと思った

その他

無回答

22.6

3.2

12.9

29.0

35.5

9.7

12.9

0.0

29.0

3.2

3.2

34.5

13.8

13.8

34.5

20.7

10.3

13.8

6.9

20.7

13.8

0.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 31）

平成30年度調査

（回答者数 = 29）
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「相談しても無駄だと思った」「相談する人がいなかった」「自

分さえ我慢すればやっていけると思った」の割合が、男で「自分にも悪いところがあると思った」

「相談するほどのことではないと思った」の割合が、高くなっています。

単位：％

【年齢別】

回答者数が小数のため、コメントは控えます。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思

っ
た

相
談
場
所
が
わ
か
ら
な
か

っ
た

相
談
す
る
人
が
い
な
か
っ

た 自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
や

っ
て
い
け
る
と
思
っ
た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
っ
た

仕
返
し
を
受
け
る
と
思
っ

た 他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な

か
っ
た

子
ど
も
に
危
害
が
及
ぶ
と

思
っ
た

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
い
と
思
っ
た

そ
の
他

無
回
答

全 体 31 22.6 3.2 12.9 29.0 35.5 9.7 12.9 － 29.0 3.2 3.2

女 18 27.8 5.6 22.2 33.3 22.2 11.1 16.7 － 16.7 5.6 5.6

男 13 15.4 － － 23.1 53.8 7.7 7.7 － 46.2 － －

その他 － － － － － － － － － － － －

区分

回
答
者
数
（
件
）

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思

っ
た

相
談
場
所
が
わ
か
ら
な
か

っ
た

相
談
す
る
人
が
い
な
か
っ

た 自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
や

っ
て
い
け
る
と
思
っ
た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
っ
た

仕
返
し
を
受
け
る
と
思
っ

た 他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な

か
っ
た

子
ど
も
に
危
害
が
及
ぶ
と

思
っ
た

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
い
と
思
っ
た

そ
の
他

無
回
答

全 体 31 22.6 3.2 12.9 29.0 35.5 9.7 12.9 － 29.0 3.2 3.2

18～19 歳 － － － － － － － － － － － －

20～29 歳 2 50.0 － － 100.0 100.0 50.0 100.0 － － － －

30～39 歳 4 25.0 － － 25.0 25.0 － － － － － 25.0

40～49 歳 6 16.7 16.7 － 16.7 16.7 － － － 50.0 16.7 －

50～59 歳 8 25.0 － 12.5 50.0 25.0 25.0 12.5 － 12.5 － －

60～64 歳 3 33.3 － 66.7 33.3 33.3 － 33.3 － 33.3 － －

65～69 歳 2 － － － － 50.0 － － － 100.0 － －

70～74 歳 2 － － － － 100.0 － － － － － －

75～79 歳 3 － － 33.3 － 33.3 － － － 66.7 － －

80 歳以上 1 100.0 － － － － － － － － － －



56

問 17 あなたは、ＤＶに関する次のことについて知っていますか。次の中からあてはま

るものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

「ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的暴力だけでなく、精神的・性的暴力も含まれること」の割

合が 94.4％と最も高く、次いで「ＤＶ被害者を支援するために、法律（「配偶者からの暴力の防

止及び被害者の保護に関する法律」）が制定されていること」の割合が 63.7％、「県が設置してい

る配偶者暴力相談支援センターにおいて、相談や被害者の一時保護を行っていること」の割合が

38.9％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的暴力だけでなく、精神的・

性的暴力も含まれること」「ＤＶ被害者を支援するために、法律（「配偶者からの暴力の防止及び

被害者の保護に関する法律」）が制定されていること」の割合が増加しています。

％

ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的暴力だけでなく、精神的・
性的暴力も含まれること

ＤＶ被害者を支援するために、法律（「配偶者からの暴力の
防止及び被害者の保護に関する法律」）が制定されているこ
と

県が設置している配偶者暴力相談支援センターにおいて、相
談や被害者の一時保護を行っていること

ＤＶを受けている者を発見した者は、配偶者暴力相談支援セ
ンター又は警察に通報するよう努めなければならないこと

その他

知らない

無回答

94.4

63.7

38.9

32.4

0.3

2.3

1.4

84.7

56.9

38.0

31.5

1.0

3.3

5.0

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 655）

平成30年度調査

（回答者数 = 726）
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【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「県が設置している配偶者暴力相談支援センターにおいて、相

談や被害者の一時保護を行っていること」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

Ｄ
Ｖ
に
は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
身
体
的
暴
力
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
・
性
的
暴
力
も
含
ま
れ
る
こ
と

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
法
律
（「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

県
が
設
置
し
て
い
る
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
相
談
や
被
害
者
の
一
時
保

護
を
行
っ
て
い
る
こ
と

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
者
を
発
見
し
た
者
は
、
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
に
通

報
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 94.4 63.7 38.9 32.4 0.3 2.3 1.4

女 357 96.4 65.5 47.9 33.1 － 1.4 1.1

男 286 93.4 62.2 28.7 32.2 0.3 2.8 1.0

その他 4 50.0 25.0 － － 25.0 25.0 －
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、40～64 歳で「県が設置している配偶者暴力相談支援センターにお

いて、相談や被害者の一時保護を行っていること」の割合が、50～59 歳で「ＤＶ被害者を支援す

るために、法律（「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」）が制定されている

こと」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

Ｄ
Ｖ
に
は
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
身
体
的
暴
力
だ
け

で
な
く
、
精
神
的
・
性
的
暴
力
も
含
ま
れ
る
こ
と

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
法
律
（「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

県
が
設
置
し
て
い
る
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
相
談
や
被
害
者
の
一
時
保

護
を
行
っ
て
い
る
こ
と

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
者
を
発
見
し
た
者
は
、
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
に
通

報
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

そ
の
他

知
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 94.4 63.7 38.9 32.4 0.3 2.3 1.4

18～19 歳 5 100.0 60.0 20.0 － － － －

20～29 歳 63 98.4 46.0 28.6 33.3 － 1.6 －

30～39 歳 123 98.4 68.3 37.4 31.7 － 1.6 －

40～49 歳 131 94.7 66.4 47.3 38.2 － 2.3 0.8

50～59 歳 98 95.9 72.4 50.0 35.7 － 2.0 －

60～64 歳 51 96.1 62.7 47.1 31.4 2.0 2.0 －

65～69 歳 38 97.4 55.3 23.7 13.2 － － 2.6

70～74 歳 51 92.2 62.7 35.3 33.3 2.0 3.9 2.0

75～79 歳 41 95.1 68.3 36.6 34.1 － － －

80 歳以上 48 77.1 56.3 22.9 29.2 － 6.3 8.3
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問 18 あなたは、配偶者、パートナーまたは恋人からの暴力について相談できる窓口を

ご存知ですか。知っている相談窓口をすべて選んでください。（○はいくつでも）

「警察」の割合が 68.4％と最も高く、次いで「長久手市役所（家庭児童相談室）」の割合が

33.6％、「相談窓口として知っているところはない」の割合が 19.2％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
）

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
愛
知
県
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
）

長
久
手
市
役
所
（
家
庭
児
童
相
談

室
）

警
察

民
間
の
団
体
や
機
関
（
民
間
シ
ェ

ル
タ
ー
、
弁
護
士
会
な
ど
）

法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
テ
ラ

ス 性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

相
談
窓
口
と
し
て
知
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い

無
回
答

全 体 655 12.5 13.6 33.6 68.4 15.7 9.3 2.3 0.5 19.2 2.3

女 357 12.6 15.4 36.4 71.4 19.0 8.4 2.0 － 16.5 1.7

男 286 12.6 11.2 30.4 65.7 11.5 10.5 2.4 0.7 22.7 2.1

その他 4 － － － 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 －

％

配偶者暴力相談支援センター（愛知県女性
相談センター）

ウィルあいち（愛知県女性総合センター）

長久手市役所（家庭児童相談室）

警察

民間の団体や機関（民間シェルター、弁護
士会など）

法務局、人権擁護委員、法テラス

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストッ
プ支援センター

その他

相談窓口として知っているところはない

無回答

12.5

13.6

33.6

68.4

15.7

9.3

2.3

0.5

19.2

2.3

14.6

13.6

29.9

63.9

13.2

9.6

0.0

0.8

20.8

6.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 655）

平成30年度調査

（回答者数 = 726）
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、65～69 歳で「相談窓口として知っているところはない」の割合

が、75～79 歳で「長久手市役所（家庭児童相談室）」の割合が、40～49 歳で「警察」の割合が高

くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
）

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
愛
知
県
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
）

長
久
手
市
役
所
（
家
庭
児
童
相
談

室
）

警
察

民
間
の
団
体
や
機
関
（
民
間
シ
ェ

ル
タ
ー
、
弁
護
士
会
な
ど
）

法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
テ
ラ

ス 性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

相
談
窓
口
と
し
て
知
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
な
い

無
回
答

全 体 655 12.5 13.6 33.6 68.4 15.7 9.3 2.3 0.5 19.2 2.3

18～19 歳 5 － 20.0 － 60.0 20.0 20.0 － － 20.0 20.0

20～29 歳 63 11.1 11.1 25.4 63.5 11.1 9.5 3.2 － 22.2 －

30～39 歳 123 9.8 8.1 31.7 73.2 18.7 7.3 0.8 － 20.3 －

40～49 歳 131 11.5 9.9 38.2 79.4 23.7 9.2 3.1 － 13.7 3.8

50～59 歳 98 14.3 22.4 31.6 73.5 15.3 6.1 4.1 － 19.4 1.0

60～64 歳 51 19.6 21.6 27.5 70.6 15.7 11.8 3.9 2.0 15.7 －

65～69 歳 38 5.3 10.5 23.7 44.7 5.3 7.9 2.6 2.6 42.1 2.6

70～74 歳 51 13.7 13.7 39.2 70.6 13.7 15.7 － 2.0 11.8 2.0

75～79 歳 41 14.6 12.2 48.8 65.9 12.2 9.8 － － 14.6 －

80 歳以上 48 16.7 14.6 39.6 41.7 6.3 12.5 2.1 － 25.0 8.3
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問 19 ＤＶを防止し、配偶者などとよりよい関係を築いていくために必要な事はどんな

ことだと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はい

くつでも）

「相談体制の充実」の割合が 53.0％と最も高く、次いで「学校によるＤＶ教育の充実」の割合

が 45.3％、「加害者に対するカウンセリング」の割合が 41.8％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「加害者に対するカウンセリング」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

市
な
ど
に
よ
る
積
極

的
な
広
報
啓
発
活
動

学
校
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
教

育
の
充
実

警
察
の
厳
し
い
取
り

締
ま
り

相
談
体
制
の
充
実

加
害
者
に
対
す
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 28.5 45.3 24.1 53.0 41.8 4.6 10.2 1.4

女 357 26.3 48.7 22.1 56.9 50.7 3.6 9.8 0.8

男 286 31.8 42.0 26.2 48.6 30.8 5.2 11.2 1.4

その他 4 － 25.0 50.0 25.0 － 50.0 － －

回答者数 = 655 ％

市などによる積極的な広報啓発活動

学校によるＤＶ教育の充実

警察の厳しい取り締まり

相談体制の充実

加害者に対するカウンセリング

その他

わからない

無回答

28.5

45.3

24.1

53.0

41.8

4.6

10.2

1.4

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～29 歳で「警察の厳しい取り締まり」の割合が、65～69 歳で

「わからない」の割合が、75 歳以上で「市などによる積極的な広報啓発活動」の割合が高くなっ

ています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

市
な
ど
に
よ
る
積
極

的
な
広
報
啓
発
活
動

学
校
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
教

育
の
充
実

警
察
の
厳
し
い
取
り

締
ま
り

相
談
体
制
の
充
実

加
害
者
に
対
す
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 655 28.5 45.3 24.1 53.0 41.8 4.6 10.2 1.4

18～19 歳 5 40.0 40.0 20.0 40.0 20.0 － 20.0 20.0

20～29 歳 63 34.9 47.6 44.4 54.0 42.9 3.2 1.6 －

30～39 歳 123 25.2 51.2 39.0 56.1 43.9 4.1 8.1 －

40～49 歳 131 26.0 47.3 24.4 56.5 44.3 6.9 6.1 1.5

50～59 歳 98 27.6 38.8 16.3 44.9 52.0 3.1 11.2 －

60～64 歳 51 19.6 41.2 19.6 49.0 37.3 7.8 15.7 －

65～69 歳 38 26.3 36.8 10.5 44.7 36.8 5.3 26.3 －

70～74 歳 51 23.5 52.9 13.7 64.7 31.4 5.9 11.8 －

75～79 歳 41 41.5 46.3 17.1 61.0 41.5 4.9 12.2 －

80 歳以上 48 43.8 39.6 6.3 45.8 27.1 － 14.6 8.3
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（７） 性の多様性（ＬＧＢＴＱ等）について

問 20 あなたは、「性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴＱ等）という

言葉を聞いたことがありますか。（○は１つ）

「聞いたことがあり、意味も知っている。」の割合が 80.5％と最も高く、次いで「聞いたこと

はあるが、意味を知らない。」の割合が 12.2％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

回答者数 =

　 655 80.5 12.2 6.6 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、意味も知っている。

聞いたことはあるが、意味を知らない。

聞いたことはない。

無回答

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

81.0

80.8

75.0

12.3

12.6

6.4

5.9

25.0

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】

年齢別にみると、20 歳以上で年齢が高くなるにつれ、「聞いたことがあり、意味も知っている」

の割合が高くなっています。

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

80.0

87.3

87.8

89.3

85.7

76.5

73.7

70.6

68.3

50.0

6.3

9.8

6.9

10.2

15.7

15.8

17.6

19.5

29.2

20.0

6.3

2.4

3.1

4.1

7.8

10.5

11.8

12.2

16.7

0.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、意味も知っている。

聞いたことはあるが、意味を知らない。

聞いたことはない。

無回答
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問 21 あなたは、性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴＱ等）のこと

を、自分や自分に関わりのある人の問題として、悩んだり、考えたりしたことがあ

りますか。次の中からあてはまるものを１つ選んでください。（○は１つ）

「ない」の割合が 87.5％と最も高くなっています。

一方、「（自分の問題として）ある」の割合が 1.7％、「（知人のことなど自分に関わりにある人

の問題として）ある」の割合が 8.9％となっており、自分や自分に関わりのある人の問題として、

悩んだり、考えたりしたことのある割合が約 1 割となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

回答者数 =

　 655
1.7
8.9

87.5 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（自分の問題として）ある

（知人のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

1.4

1.4

50.0

10.1

7.3

87.1

89.5

50.0

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】

年齢別にみると、年齢は低いほど、自分や自分に関わりのある人の問題として、悩んだり、考

えたりしたことのある割合が高くなっています。特に 20～29 歳で、「（自分の問題として）ある」

の割合が 9.5％と高くなっています。

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

9.5

1.6

0.8

2.0

20.0

11.1

16.3

10.7

5.1

13.7

2.6

3.9

80.0

79.4

82.1

86.3

92.9

84.3

97.4

92.2

97.6

93.8

2.3

2.0

3.9

2.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（自分の問題として）ある

（知人のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答
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問 22 問２１で「１」または「２」と答えた方にお聞きします。どのようなことで悩ま

れましたか。次の中からあてはまるものをすべて選んでください。（○はいくつで

も）

「法整備が進んでいない」の割合が 43.5％と最も高く、次いで「カミングアウトを受けた後、

相手とどのように接するべきかわからない」の割合が 31.9％、「家族、友人など周囲の人に相談

できない」、「行政機関などの相談・支援体制が不十分である」の割合が 27.5％となっています。

回答者数 = 69 ％

家族、友人など周囲の人に相談できない

カミングアウト後、周囲の人に理解が得られない、
態度が変化する

カミングアウトを受けた後、相手とどのように接す
るべきかわからない

いじめ（悪口、いやがらせなど）を受ける

住居選択において偏見・差別がある

医療の場において偏見・差別がある

就職・就業において偏見・差別がある

福利厚生において偏見・差別がある

自認する性と異なるふるまいを強要される

自認する性として利用できる施設・設備が少ない
（トイレ、更衣室など）

夫婦と同様に、同性パートナーとの関係を認めても
らえない。

法整備が進んでいない

行政機関などの相談・支援体制が不十分である

申請書などの性別について記入を求められる

その他

無回答

27.5

14.5

31.9

15.9

7.2

13.0

21.7

11.6

17.4

18.8

17.4

43.5

27.5

20.3

13.0

1.4

0 20 40 60 80 100
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【性別】

性別にみると、他に比べ、男で「法整備が進んでいない」の割合が、女で「家族、友人など周

囲の人に相談できない」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
人
に

相
談
で
き
な
い

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
後
、
周
囲
の

人
に
理
解
が
得
ら
れ
な
い
、
態

度
が
変
化
す
る

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た

後
、
相
手
と
ど
の
よ
う
に
接
す

る
べ
き
か
わ
か
ら
な
い

い
じ
め
（
悪
口
、
い
や
が
ら
せ

な
ど
）
を
受
け
る

住
居
選
択
に
お
い
て
偏
見
・
差

別
が
あ
る

医
療
の
場
に
お
い
て
偏
見
・
差

別
が
あ
る

就
職
・
就
業
に
お
い
て
偏
見
・

差
別
が
あ
る

福
利
厚
生
に
お
い
て
偏
見
・
差

別
が
あ
る

全 体 69 27.5 14.5 31.9 15.9 7.2 13.0 21.7 11.6

女 41 34.1 17.1 36.6 17.1 2.4 7.3 17.1 7.3

男 25 20.0 12.0 28.0 16.0 16.0 16.0 24.0 12.0

その他 2 － － － － － 50.0 50.0 50.0

区分

自
認
す
る
性
と
異
な
る
ふ
る

ま
い
を
強
要
さ
れ
る

自
認
す
る
性
と
し
て
利
用
で

き
る
施
設
・
設
備
が
少
な
い

（
ト
イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
）

夫
婦
と
同
様
に
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
関
係
を
認
め
て
も

ら
え
な
い
。

法
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

行
政
機
関
な
ど
の
相
談
・
支
援

体
制
が
不
十
分
で
あ
る

申
請
書
な
ど
の
性
別
に
つ
い

て
記
入
を
求
め
ら
れ
る

そ
の
他

無
回
答

全 体 17.4 18.8 17.4 43.5 27.5 20.3 13.0 1.4

女 14.6 17.1 19.5 36.6 22.0 17.1 9.8 －

男 20.0 16.0 8.0 52.0 32.0 16.0 20.0 4.0

その他 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 100.0 － －
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～29 歳で「カミングアウト後、周囲の人に理解が得られない、

態度が変化する」「カミングアウトを受けた後、相手とどのように接するべきかわからない」の割

合が、30～39 歳で「夫婦と同様に、同性パートナーとの関係を認めてもらえない。」の割合が高

くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
人
に

相
談
で
き
な
い

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
後
、
周
囲
の

人
に
理
解
が
得
ら
れ
な
い
、
態

度
が
変
化
す
る

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
受
け
た

後
、
相
手
と
ど
の
よ
う
に
接
す

る
べ
き
か
わ
か
ら
な
い

い
じ
め
（
悪
口
、
い
や
が
ら
せ

な
ど
）
を
受
け
る

住
居
選
択
に
お
い
て
偏
見
・
差

別
が
あ
る

医
療
の
場
に
お
い
て
偏
見
・
差

別
が
あ
る

就
職
・
就
業
に
お
い
て
偏
見
・

差
別
が
あ
る

福
利
厚
生
に
お
い
て
偏
見
・
差

別
が
あ
る

全 体 69 27.5 14.5 31.9 15.9 7.2 13.0 21.7 11.6

18～19 歳 1 － － － － － － － －

20～29 歳 13 38.5 30.8 46.2 7.7 7.7 － 7.7 －

30～39 歳 22 18.2 9.1 36.4 22.7 4.5 9.1 22.7 9.1

40～49 歳 15 26.7 6.7 33.3 13.3 － 13.3 13.3 －

50～59 歳 7 42.9 14.3 14.3 － 14.3 14.3 28.6 28.6

60～64 歳 7 28.6 14.3 14.3 42.9 28.6 42.9 57.1 42.9

65～69 歳 1 100.0 － 100.0 － － － － －

70～74 歳 2 － 50.0 － － － － － －

75～79 歳 － － － － － － － － －

80 歳以上 － － － － － － － － －

区分

自
認
す
る
性
と
異
な
る
ふ
る
ま

い
を
強
要
さ
れ
る

自
認
す
る
性
と
し
て
利
用
で
き

る
施
設
・
設
備
が
少
な
い
（
ト

イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
）

夫
婦
と
同
様
に
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
関
係
を
認
め
て
も
ら

え
な
い
。

法
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

行
政
機
関
な
ど
の
相
談
・
支
援

体
制
が
不
十
分
で
あ
る

申
請
書
な
ど
の
性
別
に
つ
い
て

記
入
を
求
め
ら
れ
る

そ
の
他

無
回
答

全 体 17.4 18.8 17.4 43.5 27.5 20.3 13.0 1.4

18～19 歳 － － － － － － 100.0 －

20～29 歳 23.1 － 7.7 46.2 7.7 30.8 15.4 －

30～39 歳 22.7 31.8 31.8 40.9 22.7 22.7 9.1 4.5

40～49 歳 20.0 6.7 13.3 33.3 26.7 － 20.0 －

50～59 歳 14.3 14.3 － 42.9 28.6 14.3 14.3 －

60～64 歳 － 42.9 14.3 71.4 71.4 42.9 － －

65～69 歳 － － － － － － － －

70～74 歳 － － － 50.0 50.0 － － －

75～79 歳 － － － － － － － －

80 歳以上 － － － － － － － －
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問 23 性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴＱ等）の困難を解決して、

暮らしやすい社会としていくためには、何が必要だと思いますか。次の中からあて

はまるものをすべて選んでください。（○はいくつでも）

「性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）について、正しく理解すること」の割合が 72.7％と最も高く、

次いで「性の多様性についての学校教育を充実する」の割合が 52.4％、「性的少数者の困難の実

態を把握すること」の割合が 36.5％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「関係性を保証するパートナーシップ宣誓制度やファミリー制

度を創設すること」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
）

に
つ
い
て
の
周
知
啓
発

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
）

に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
す
る

こ
と

性
的
少
数
者
の
困
難
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と

関
係
性
を
保
証
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

差
別
や
人
権
侵
害
を
禁
止
す
る

条
例
を
制
定
す
る

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
学
校

教
育
を
充
実
す
る

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 655 33.7 72.7 36.5 26.9 23.1 52.4 4.3 4.4 4.0

女 357 32.5 77.6 39.5 33.3 24.6 55.7 2.8 3.6 4.2

男 286 36.0 67.5 33.2 19.2 21.3 48.3 5.9 4.9 2.8

その他 4 25.0 50.0 25.0 25.0 25.0 50.0 25.0 50.0 －

回答者数 = 655 ％

性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）についての周知啓発

性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）について、正しく理解
すること

性的少数者の困難の実態を把握すること

関係性を保証するパートナーシップ宣誓制度やファ
ミリー制度を創設すること

差別や人権侵害を禁止する条例を制定する

性の多様性についての学校教育を充実する

現状のままでよい

その他

無回答

33.7

72.7

36.5

26.9

23.1

52.4

4.3

4.4

4.0

0 20 40 60 80 100
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、30～39 歳、50～59 歳で「性的少数者の困難の実態を把握するこ

と」の割合が、70～74 歳で「性の多様性についての学校教育を充実する」の割合が高くなってい

ます。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
）

に
つ
い
て
の
周
知
啓
発

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
）

に
つ
い
て
、
正
し
く
理
解
す
る

こ
と

性
的
少
数
者
の
困
難
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と

関
係
性
を
保
証
す
る
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

差
別
や
人
権
侵
害
を
禁
止
す
る

条
例
を
制
定
す
る

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
学
校

教
育
を
充
実
す
る

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答

全 体 655 33.7 72.7 36.5 26.9 23.1 52.4 4.3 4.4 4.0

18～19 歳 5 40.0 60.0 － 40.0 20.0 40.0 20.0 － －

20～29 歳 63 34.9 73.0 41.3 31.7 22.2 54.0 12.7 1.6 －

30～39 歳 123 35.8 79.7 49.6 33.3 23.6 53.7 0.8 7.3 0.8

40～49 歳 131 35.1 69.5 38.2 32.8 22.1 58.8 6.1 4.6 4.6

50～59 歳 98 35.7 77.6 44.9 27.6 19.4 52.0 4.1 1.0 2.0

60～64 歳 51 25.5 78.4 23.5 23.5 19.6 35.3 2.0 5.9 2.0

65～69 歳 38 36.8 68.4 26.3 13.2 26.3 55.3 2.6 10.5 －

70～74 歳 51 35.3 68.6 27.5 27.5 31.4 64.7 3.9 3.9 3.9

75～79 歳 41 26.8 78.0 22.0 19.5 24.4 41.5 2.4 2.4 4.9

80 歳以上 48 31.3 54.2 25.0 6.3 25.0 45.8 2.1 4.2 18.8
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（８） 行政の取組について

問 24 あなたは、あなた自身の生活や身の回りの環境から判断して、現在、男女共同参

画社会は達成できたと思いますか。次の中から１つ選んでください。（○は１つ）

「あまり達成できていない」の割合が 33.7％と最も高く、次いで「わからない」の割合が 28.4％、

「ある程度達成できた」の割合が 22.7％となっています。

【国・県との比較】

国調査と比較すると、「かなり達成できた」と「ある程度達成できた」を合わせた“達成できた”

の割合が低くなっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女で「かなり達成できた」と「ある程度達成できた」を合わせた“達

成できた”の割合が低くなっています。

かなり達成できた ある程度達成できた

あまり達成できていない ほとんど達成できていない

わからない 無回答

回答者数 =

　 655 1.4 22.7 33.7 12.5 28.4 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

1.4

1.0

25.0

17.4

30.1

25.0

34.2

33.9

12.0

13.3

25.0

33.9

21.3

25.0

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

長久手市 655

国 2,645

1.4

2.5

22.7

34.8

33.7

46.6

12.5

9.9

28.4

6.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～29 歳で「ある程度達成できた」の割合が、70～74 歳で「あま

り達成できていない」の割合が、65～69 歳で「わからない」の割合が高くなっています。

かなり達成できた ある程度達成できた

あまり達成できていない ほとんど達成できていない

わからない 無回答

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

0.8

0.8

1.0

2.0

10.4

20.0

36.5

24.4

17.6

22.4

17.6

23.7

21.6

22.0

25.0

20.0

20.6

30.9

38.2

31.6

39.2

28.9

45.1

39.0

35.4

15.9

12.2

14.5

17.3

15.7

13.2

3.9

9.8

4.2

60.0

27.0

31.7

27.5

27.6

27.5

34.2

23.5

26.8

25.0

1.5

3.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 25 あなたは、男女共同参画社会を実現するために、長久手市は今後どのようなこと

に力を入れていくべきだと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで

ください。（○はいくつでも）

「子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう支援する」の割合が 54.7％と最も高く、

次いで「保育施設や保育サービス等の子育て支援を充実する」の割合が 53.7％、「子育てや介護

等でいったん仕事をやめた人の再就職を支援する」の割合が 49.2％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、「学校教育において、男女の平等と相互の理解や協力について

の学習機会を充実する」の割合が増加しています。一方、「介護施設や介護サービス等の福祉施策

を充実する」「子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう支援する」「子育てや介護等で

いったん仕事をやめた人の再就職を支援する」の割合が減少しています。
％

審議会や各種委員会に女性を積極的に登用する

長久手市の管理職に女性を積極的に登用する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を充実
する

保育施設や保育サービス等の子育て支援を充実する

介護施設や介護サービス等の福祉施策を充実する

学校教育において、男女の平等と相互の理解や協力
についての学習機会を充実する

労働時間の短縮や在宅勤務、柔軟な労働時間制度な
ど、男性も含めた働き方の見直しを進める

子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう
支援する

子育てや介護等でいったん仕事をやめた人の再就職
を支援する

男女の平等と相互の理解や協力について、市広報紙
やパンフレットなどでＰＲする

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

28.9

29.8

25.8

53.7

39.8

41.8

46.0

54.7

49.2

12.8

3.5

2.0

6.6

1.4

26.0

26.4

23.0

58.7

51.4

33.7

45.0

61.0

56.3

14.6

3.7

0.3

7.2

2.1

0 20 40 60 80 100

令和４年度調査

（回答者数 = 655）

平成30年度調査

（回答者数 = 726）
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【性別】

性別にみると、他と比べ、女で「介護施設や介護サービス等の福祉施策を充実する」「学校教育

において、男女の平等と相互の理解や協力についての学習機会を充実する」「子育てや介護中で

あっても、仕事が続けられるよう支援する」「子育てや介護等でいったん仕事をやめた人の再就

職を支援する」の割合が、男で「長久手市の管理職に女性を積極的に登用する」の割合が高くな

っています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

審
議
会
や
各
種
委
員
会
に
女
性
を
積

極
的
に
登
用
す
る

長
久
手
市
の
管
理
職
に
女
性
を
積
極

的
に
登
用
す
る

女
性
や
男
性
の
生
き
方
や
悩
み
に
関

す
る
相
談
の
場
を
充
実
す
る

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
子

育
て
支
援
を
充
実
す
る

介
護
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
福

祉
施
策
を
充
実
す
る

学
校
教
育
に
お
い
て
、
男
女
の
平
等
と

相
互
の
理
解
や
協
力
に
つ
い
て
の
学

習
機
会
を
充
実
す
る

労
働
時
間
の
短
縮
や
在
宅
勤
務
、
柔
軟

な
労
働
時
間
制
度
な
ど
、
男
性
も
含
め

た
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め
る

全 体 655 28.9 29.8 25.8 53.7 39.8 41.8 46.0

女 357 29.7 27.5 24.9 53.2 43.1 44.3 46.2

男 286 29.0 33.2 26.6 55.6 36.7 39.2 46.9

その他 4 － － 50.0 － － 50.0 25.0

区分

子
育
て
や
介
護
中
で
あ
っ
て
も
、
仕
事

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る

子
育
て
や
介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事

を
や
め
た
人
の
再
就
職
を
支
援
す
る

男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や
協
力

に
つ
い
て
、
市
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る

そ
の
他

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 54.7 49.2 12.8 3.5 2.0 6.6 1.4

女 58.5 53.8 11.8 2.2 1.1 7.8 1.1

男 50.3 43.7 14.3 4.9 2.8 5.2 0.3

その他 25.0 25.0 25.0 25.0 25.0 － －
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【年齢別】

年齢別にみると、他に比べ、20～39 歳で「保育施設や保育サービス等の子育て支援を充実す

る」「子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう支援する」の割合が、20～49 歳で「労

働時間の短縮や在宅勤務、柔軟な労働時間制度など、男性も含めた働き方の見直しを進める」の

割合が、80 歳以上で「男女の平等と相互の理解や協力について、市広報紙やパンフレットなどで

ＰＲする」「長久手市の管理職に女性を積極的に登用する」の割合が、75～79 歳で「審議会や各

種委員会に女性を積極的に登用する」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

審
議
会
や
各
種
委
員
会
に
女
性
を
積

極
的
に
登
用
す
る

長
久
手
市
の
管
理
職
に
女
性
を
積
極

的
に
登
用
す
る

女
性
や
男
性
の
生
き
方
や
悩
み
に
関

す
る
相
談
の
場
を
充
実
す
る

保
育
施
設
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
子

育
て
支
援
を
充
実
す
る

介
護
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
福

祉
施
策
を
充
実
す
る

学
校
教
育
に
お
い
て
、
男
女
の
平
等
と

相
互
の
理
解
や
協
力
に
つ
い
て
の
学

習
機
会
を
充
実
す
る

労
働
時
間
の
短
縮
や
在
宅
勤
務
、
柔
軟

な
労
働
時
間
制
度
な
ど
、
男
性
も
含
め

た
働
き
方
の
見
直
し
を
進
め
る

全 体 655 28.9 29.8 25.8 53.7 39.8 41.8 46.0

18～19 歳 5 － 40.0 20.0 40.0 20.0 20.0 20.0

20～29 歳 63 22.2 28.6 33.3 65.1 41.3 44.4 54.0

30～39 歳 123 28.5 29.3 22.8 65.0 35.0 43.1 58.5

40～49 歳 131 24.4 22.1 25.2 56.5 40.5 45.0 56.5

50～59 歳 98 24.5 28.6 25.5 52.0 46.9 38.8 36.7

60～64 歳 51 29.4 33.3 19.6 47.1 35.3 33.3 31.4

65～69 歳 38 34.2 28.9 34.2 50.0 39.5 36.8 36.8

70～74 歳 51 41.2 35.3 25.5 45.1 37.3 47.1 47.1

75～79 歳 41 41.5 34.1 19.5 46.3 43.9 41.5 31.7

80 歳以上 48 37.5 45.8 33.3 37.5 43.8 45.8 35.4

区分

子
育
て
や
介
護
中
で
あ
っ
て
も
、
仕
事

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る

子
育
て
や
介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事

を
や
め
た
人
の
再
就
職
を
支
援
す
る

男
女
の
平
等
と
相
互
の
理
解
や
協
力

に
つ
い
て
、
市
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る

そ
の
他

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 54.7 49.2 12.8 3.5 2.0 6.6 1.4

18～19 歳 20.0 40.0 － － － 20.0 －

20～29 歳 61.9 49.2 9.5 4.8 1.6 3.2 －

30～39 歳 63.4 51.2 7.3 3.3 1.6 5.7 －

40～49 歳 52.7 54.2 11.5 8.4 2.3 4.6 0.8

50～59 歳 55.1 54.1 11.2 2.0 1.0 8.2 －

60～64 歳 47.1 35.3 9.8 － 2.0 11.8 －

65～69 歳 50.0 36.8 21.1 5.3 2.6 7.9 －

70～74 歳 49.0 47.1 15.7 － 3.9 3.9 3.9

75～79 歳 53.7 56.1 19.5 － 2.4 12.2 －

80 歳以上 52.1 43.8 29.2 2.1 2.1 6.3 4.2
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（９） ご自身について

問 26 （１）あなたの性別は、次のうちどれですか。次の中から１つ選んでください。

（○は１つ）

「女」の割合が 54.5％、「男」の割合が 43.7％となっています。

平成 30 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。

【年齢別】

年齢別にみると、18～59 歳、75～59 歳で「女」の割合が高く、65～74 歳、80 歳以上で「女」

の割合が高くなっています。

女 男 その他 無回答

回答者数 =

令和４年度調査 655

平成30年度調査 726

54.5

55.2

43.7

44.6

0.6

0.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18～19歳 5

20～29歳 63

30～39歳 123

40～49歳 131

50～59歳 98

60～64歳 51

65～69歳 38

70～74歳 51

75～79歳 41

80歳以上 48

60.0

54.0

59.3

58.8

64.3

51.0

44.7

49.0

51.2

37.5

40.0

42.9

39.8

41.2

34.7

49.0

55.3

49.0

48.8

60.4

3.2

0.8

2.0

1.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 26 （２）あなたの年齢は、次のうちどれですか。次の中から１つ選んでください。

（○は１つ）

「40～49 歳」の割合が 20.0％と最も高く、次いで「30～39 歳」の割合が 18.8％、「50～59 歳」

の割合が 15.0％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 無回答

回答者数 =

　 655
0.8
9.6

18.8 20.0 15.0 7.8 5.8 7.8 6.3 7.3 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女 357

男 286

その他 4

0.8

0.7

9.5

9.4

50.0

20.4

17.1

25.0

21.6

18.9

17.6

11.9

7.3

8.7

4.8

7.3

7.0

8.7

25.0

5.9

7.0

5.0

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 中学生調査

問１ あなたは、次の①から⑦までの男女共同参画に関する以下の言葉について、知っ

ていますか。（それぞれに○を１つ）

『③ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）』『⑤ジェンダー（社会的性別）』で「知っている」

の割合が高くなっています。また、『⑦長久手市男女共同参画情報誌『自分らしく』で「知らない」

の割合が高くなっています。

回答者数 = 470

①男女共同参画社会

②セクシュアル・ハラスメント

③ＤＶ（ドメスティック・
　バイオレンス）

④デートＤＶ

⑤ジェンダー（社会的性別）

⑥ワーク・ライフ・バランス

⑦長久手市男女共同参画情報誌
　『自分らしく』

40.6

80.9

86.8

30.0

87.2

24.3

11.3

59.1

18.7

13.0

69.8

12.6

75.3

88.5

0.2

0.4

0.2

0.2

0.2

0.4

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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問２ あなたは、次の①から③の分野において男女が平等になっていると思いますか。

次の中から１つ選んでください。（それぞれに○を１つ）

『③社会全体で』で「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」を合わせた“男性優遇”の割合が高くなっています。また、『①家庭のなかで』で

「平等である」の割合が高くなっています。

回答者数 = 470

①家庭のなかで

②学校のなかで

③社会全体で

2.1

0.2

8.3

13.0

7.7

34.0

60.0

49.6

14.0

7.4

21.5

10.6

2.1

1.5

1.5

14.0

17.4

29.4

1.3

2.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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①家庭のなかで

【市民調査との比較】

市民調査と比較すると、中学生調査で「平等である」の割合が高くなっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女性で“男性優遇”の割合が高くなっています。

回答者数 =

中学生調査 470

市民調査 655

2.1

6.7

13.0

35.4

60.0

41.8

7.4

7.0

2.1

1.8

14.0

5.2

1.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

2.6

1.3

14.9

9.8

25.0

57.0

64.4

50.0

7.0

8.0

12.5

2.2

2.2

15.4

12.4

12.5

0.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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②学校のなかで

【市民調査との比較】

市民調査と比較すると、中学生調査で「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の割合

が高くなっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

回答者数 =

中学生調査 470

市民調査 655

0.2

0.8

7.7

11.9

49.6

48.9

21.5

3.1

1.5

0.8

17.4

29.9

2.1

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

0.410.1

4.0

25.0

46.9

53.3

21.9

21.8

25.0

0.9

2.2

18.4

15.6

50.0

1.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答
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③社会全体で

【市民調査との比較】

市民調査と比較すると、中学生調査で「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の割合

が高くなっています。一方、市民調査で「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の割合

が高くなっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

11.8

3.6

25.0

32.0

36.9

12.5

12.3

16.4

8.8

12.9

12.5

1.8

1.3

32.0

25.8

50.0

1.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている

わからない

無回答

回答者数 =

中学生調査 470

市民調査 655

8.3

12.5

34.0

58.2

14.0

14.4

10.6

4.0

1.5

0.8

29.4

8.1

2.1

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３ あなたの家庭では、次の①から⑧の仕事は、男性（父、祖父、兄弟など）・女性

（母、祖母、姉妹など）どちらが行っていますか。次の中から１つ選んでくださ

い。（それぞれに○を１つ）

『⑤生活費の確保（仕事）』で「主に男性が行っている」の割合が、『①食事づくり』で「主に

女性が行っている」の割合が高くなっています。

回答者数 = 470

①食事づくり

②食事の後片付け・食器洗い

③食料品・日用品の買い物

④洗濯・掃除

⑤生活費の確保（仕事）

⑥子どもの世話

⑦学校行事への参加

⑧祖父母などの介護

1.5

3.6

1.5

2.3

40.4

1.7

2.1

2.3

73.0

55.7

60.6

67.4

6.4

41.9

55.7

11.5

24.5

39.4

35.5

28.1

51.1

53.0

34.7

22.6

0.2

0.2

0.2

3.0

48.1

0.6

0.4

1.3

0.9

1.3

2.6

3.8

14.7

0.4

0.9

1.1

1.1

0.6

0.6

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主に男性が行っている 主に女性が行っている 男女ともに行っている

行っていない わからない 無回答
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①食事づくり

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

②食事の後片付け・食器洗い

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

③食料品・日用品の買い物

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

主に男性が行っている 主に女性が行っている 男女ともに行っている

行っていない わからない 無回答

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

1.8

1.3

72.8

73.8

50.0

23.7

24.4

50.0

1.3 0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

3.9

3.6

54.4

55.6

75.0

39.9

40.0

25.0

0.9 0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

1.3

1.3

12.5

59.6

61.8

25.0

36.8

34.2

62.5

1.3

1.3

0.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④洗濯・掃除

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

⑤生活費の確保（仕事）

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

⑥子どもの世話

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

主に男性が行っている 主に女性が行っている 男女ともに行っている

行っていない わからない 無回答

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

2.2

2.7

66.2

68.0

75.0

28.9

27.6

25.0

0.4

1.3

0.4

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

37.7

43.6

50.0

6.1

6.2

53.5

48.4

50.0

0.4

1.8

0.9

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

1.3

2.2

43.9

38.2

50.0

51.3

56.4

37.5

0.4

2.6

2.2

12.5

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑦学校行事への参加

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

⑧祖父母などの介護

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

主に男性が行っている 主に女性が行っている 男女ともに行っている

行っていない わからない 無回答

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

2.6

1.3

58.3

53.3

37.5

30.3

38.7

62.5

3.1

3.1

4.8

3.1

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

1.3

3.6

14.0

9.3

21.9

23.6

37.5

49.6

46.2

62.5

12.3

16.4

0.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



89

問４ あなたは、食事の支度や掃除、洗濯のような家事は、どのように分担する方が良

いと思いますか。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。

「男の人（父、祖父、兄弟など）と女の人（母、祖母、姉妹など）が協力して行う方がよい」

の割合が 86.6％と最も高くなっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

回答者数 =

　 470 86.6
0.4

7.2
4.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

88.6

86.7

62.5

0.9
5.3

8.9

3.1

3.6

37.5

2.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の人（父、祖父、兄弟など）と女の人（母、祖母、姉妹など）が協力して行う方がよい

男の人（父、祖父、兄弟など）が主に行う方がよい

女の人（母、祖母、姉妹など）が主に行う方がよい

その他

無回答
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問５ 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。あて

はまる番号を１つ選んで○をつけてください。

「どちらかといえば反対」の割合が 36.2％と最も高く、次いで「反対」の割合が 33.0％、「わ

からない」の割合が 17.4％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女性で「反対」の割合が高くなっています。

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

　 470
1.7
11.3

36.2 33.0 17.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

0.9

2.2

8.3

13.8

35.5

38.2

37.5

38.2

26.7

62.5

16.7

19.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６ 男性が家事、子育てを行うことについて、あなたの考えにあてはまる番号をすべ

て選んでください。（○はいくつでも）..

「男性が家事、子育てに参加すると、子どもにいい影響を与える」の割合が 50.4％と最も高

く、次いで「男性も家事、子育てを行うことは当然である」の割合が 50.0％、「男性が家事、子

育てに参加すると、男性自身も充実感を得られる」の割合が 36.4％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「男性が家事、子育てに参加すると、仕事と両立させること

が、現実として難しい」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

男
性
も
家
事
、
子
育
て
を
行
う
こ
と
は
当
然
で

あ
る

家
事
、
子
育
て
を
行
う
男
性
は
、
時
間
の
使
い

方
が
効
率
的
で
仕
事
も
で
き
る

男
性
が
家
事
、
子
育
て
に
参
加
す
る
と
、
男
性

自
身
も
充
実
感
を
得
ら
れ
る

男
性
が
家
事
、
子
育
て
に
参
加
す
る
と
、
子
ど

も
に
い
い
影
響
を
与
え
る

男
性
が
家
事
、
子
育
て
に
参
加
す
る
と
、
仕
事

と
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
、
現
実
と
し
て
難
し
い

男
性
が
家
事
、
子
育
て
に
参
加
す
る
と
、
周
囲

か
ら
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
る

家
事
、
子
育
て
は
女
性
の
方
が
向
い
て
い
る

男
性
は
、
家
事
、
子
育
て
を
行
う
べ
き
で
は
な

い そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 470 50.0 28.5 36.4 50.4 28.5 1.7 11.7 0.2 2.8 5.5 5.3 0.4

女性 228 51.3 30.7 38.2 53.1 22.8 1.3 8.3 － 3.9 3.9 4.4 －

男性 225 48.9 26.2 34.7 47.1 34.2 2.2 14.7 0.4 1.3 7.1 6.2 0.4

その他 8 50.0 12.5 37.5 62.5 12.5 － 12.5 － 12.5 12.5 － －

回答者数 = 470 ％

男性も家事、子育てを行うことは当然である

家事、子育てを行う男性は、時間の使い方が効率的
で仕事もできる

男性が家事、子育てに参加すると、男性自身も充実
感を得られる

男性が家事、子育てに参加すると、子どもにいい影
響を与える

男性が家事、子育てに参加すると、仕事と両立させ
ることが、現実として難しい

男性が家事、子育てに参加すると、周囲から冷たい
目で見られる

家事、子育ては女性の方が向いている

男性は、家事、子育てを行うべきではない

その他

特にない

わからない

無回答

50.0

28.5

36.4

50.4

28.5

1.7

11.7

0.2

2.8

5.5

5.3

0.4

0 20 40 60 80 100
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問７ あなたは、「男らしくしなさい・男のくせに」や「女らしくしなさい・女のくせ

に」のように言われた（言われる）ことはありますか。あてはまる番号を１つ選ん

で○をつけてください。

「ぜんぜんない」の割合が 33.2％と最も高く、次いで「ときどきある」の割合が 30.9％、「あ

まりない」の割合が 28.7％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女性で「ときどきある」の割合が、男性で「ぜんぜんない」の割合

が高くなっています。

よくある ときどきある あまりない ぜんぜんない 無回答

回答者数 =

　 470 7.0 30.9 28.7 33.2 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

7.5

5.8

37.5

36.4

26.2

12.5

28.5

29.3

25.0

27.6

38.7

25.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問８ あなたは、「男らしくしなさい」や「女らしくしなさい」と言われたらどう思いま

すか。あてはまる番号を 1 つ選んで○をつけてください。

「なんとも思わない」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「なぜそう言われるのかわからな

い」の割合が 28.3％、「いやな気持ちがする」の割合が 24.7％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女性で「なぜそう言われるのかわからない」の割合が、男性で「な

んとも思わない」の割合が高くなっています。

なぜそう言われるのかわからない いやな気持ちがする

その通りだと思う なんとも思わない

その他 無回答

回答者数 =

　 470 28.3 24.7 5.1 37.7 2.8 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

33.3

23.1

25.0

23.2

25.8

50.0

5.7

4.0

12.5

33.8

43.1

12.5

2.2

3.1

1.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問９ あなたは将来どのような仕事をしたいですか。あてはまる番号を１つ選んで○を

つけてください。

「わからない」の割合が 25.7％と最も高くなっています。

回答者数 = 470 ％

幼稚園・保育園の先生

学校の先生

スポーツ選手・スポーツトレーナー・イン
ストラクター・コーチ

会社員

公務員

警察官・消防士・自衛官

医者・歯科医・薬剤師

看護師・介護福祉士

理容師・美容師

獣医・トリマー・ペット屋・動物飼育

コック・調理師・栄養士

建築士・設計士

技術者・エンジニア

画家・デザイナー・写真家

歌手・ミュージシャン・役者

農業・林業・漁業

その他

わからない

無回答

4.3

3.2

7.0

6.4

4.5

3.0

5.3

3.4

3.2

2.1

2.6

3.6

4.9

5.3

4.3

0.6

8.7

25.7

1.9

0 20 40 60 80 100
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【性別】

性別にみると、男性に比べ女性で「幼稚園・保育園の先生」「看護師・介護福祉士」「画家・デ

ザイナー・写真家」の割合が、女性に比べ男性で「スポーツ選手・スポーツトレーナー・インス

トラクター・コーチ」「会社員」「建築士・設計士」「技術者・エンジニア」の割合が高くなってい

ます。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

幼
稚
園
・
保
育
園
の
先
生

学
校
の
先
生

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
・
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ー
チ

会
社
員

公
務
員

警
察
官
・
消
防
士
・
自
衛
官

医
者
・
歯
科
医
・
薬
剤
師

看
護
師
・
介
護
福
祉
士

理
容
師
・
美
容
師

全 体 470 4.3 3.2 7.0 6.4 4.5 3.0 5.3 3.4 3.2

女性 228 7.9 2.2 2.2 3.9 3.9 2.6 6.6 6.6 6.6

男性 225 0.9 4.4 12.0 8.4 4.9 3.6 4.0 0.4 －

その他 8 － － － － 12.5 － 12.5 － －

区分

獣
医
・
ト
リ
マ
ー
・
ペ
ッ
ト

屋
・
動
物
飼
育

コ
ッ
ク
・
調
理
師
・
栄
養
士

建
築
士
・
設
計
士

技
術
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

画
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
写
真

家 歌
手
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
・
役
者

農
業
・
林
業
・
漁
業

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 2.1 2.6 3.6 4.9 5.3 4.3 0.6 8.7 25.7 1.9

女性 2.6 3.1 1.3 1.8 7.9 4.4 0.4 10.1 24.1 1.8

男性 1.8 1.8 6.2 7.1 2.7 4.0 0.9 7.6 27.6 1.8

その他 － － － 12.5 12.5 12.5 － 12.5 25.0 －
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問１０ 将来なりたい仕事を実現する上で、「男であること」もしくは「女であること」

といった性別が影響すると思いますか。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてく

ださい。

「影響しない」の割合が 28.3％と最も高く、次いで「少し影響する」の割合が 26.8％、「あま

り影響しない」、「わからない」の割合が 17.9％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

影響する 少し影響する あまり影響しない

影響しない わからない 無回答

回答者数 =

　 470 8.9 26.8 17.9 28.3 17.9 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

7.9

9.8

12.5

27.2

26.2

12.5

20.2

16.0

12.5

27.2

29.8

25.0

17.5

18.2

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【将来ないたい職業別】

将来ないたい職業別にみると、警察官・消防士・自衛官、コック・調理師・栄養士で「影響す

る」と「少し影響する」を合わせた“影響する”の割合が 50％以上と高くなっています。

影響する 少し影響する あまり影響しない

影響しない わからない 無回答

回答者数 =

20

15

33

30

21

14

25

16

15

10

12

17

23

25

20

3

41

121

農業・林業・漁業

その他

わからない

理容師・美容師

獣医・トリマー・ペット屋・
動物飼育

コック・調理師・栄養士

建築士・設計士

画家・デザイナー・写真家

歌手・ミュージシャン・役者

学校の先生

スポーツ選手・スポーツト
レーナー・インストラク
ター・コーチ

会社員

公務員

警察官・消防士・自衛官

看護師・介護福祉士

技術者・エンジニア

医者・歯科医・薬剤師

幼稚園・保育園の先生 5.0

6.7

9.1

10.0

14.3

7.1

16.0

18.8

10.0

8.7

4.0

25.0

7.3

7.4

40.0

33.3

24.2

36.7

23.8

50.0

20.0

31.3

26.7

50.0

29.4

26.1

16.0

20.0

19.5

25.6

15.0

33.3

27.3

16.7

9.5

21.4

20.0

18.8

33.3

10.0

29.4

13.0

28.0

24.4

14.0

40.0

20.0

33.3

26.7

42.9

21.4

32.0

31.3

33.3

50.0

25.0

29.4

30.4

48.0

45.0

100.0

36.6

10.7

6.7

6.1

10.0

9.5

12.0

6.7

30.0

25.0

11.8

21.7

4.0

10.0

12.2

42.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１１ あなたは、「性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴＱ等）という

言葉を聞いたことがありますか。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてくださ

い。

「聞いたことがあり、意味も知っている」の割合が 52.8％と最も高く、次いで「聞いたことは

ない」の割合が 22.8％、「聞いたことはあるが、意味を知らない」の割合が 21.5％となっていま

す。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女性で「聞いたことがあり、意味も知っている」の割合が、男性で

「聞いたことはあるが、意味を知らない」の割合が高くなっています。

回答者数 =

　 470 52.8 21.5 22.8 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

62.7

42.7

75.0

17.5

27.1

18.4

27.6

12.5

1.3

2.7

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、意味も知っている

聞いたことはあるが、意味を知らない

聞いたことはない

無回答
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問１２ あなたは、性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、ＬＧＢＴＱ等）のこと

を、自分や自分に関わりのある人の問題として、悩んだり、考えたりしたことがあ

りますか。あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。

「ない」の割合が 88.5％と最も高くなっています。

一方、「（自分の問題として）ある」の割合が 5.1％、「（知人のことなど自分に関わりにある人

の問題として）ある」の割合が 5.5％となっており、自分や自分に関わりのある人の問題として、

悩んだり、考えたりしたことのある割合が約 1 割となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「ない」の割合が高くなっています。

回答者数 =

　 470
5.1

5.5
88.5 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 228

男性 225

その他 8

4.8

2.2

100.0

8.3

3.1

86.8

94.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（自分の問題として）ある

（友達や家族のことなど自分に関わりのある人の問題として）ある

ない

無回答
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問１３ 問１２で１または２と答えた方にお聞きします。どのようなことで悩んでいま

すか。あてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも）

「家族、友人など周囲の人に相談できない」の割合が 34.0％と最も高く、次いで「カミングア

ウトすると、周囲の人に理解が得られない、態度が変化する」の割合が 20.0％、「性別について

記入を求められるプリントなどがある」の割合が 18.0％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「自分の心の性として利用できる施設・設備が少ない（トイ

レ、更衣室など）」「家族、友人など周囲の人に相談できない」「いじめ（悪口、いやがらせなど）

を受ける」「カミングアウトすると、周囲の人に理解が得られない、態度が変化する」の割合が高

くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
族
、
友
人
な
ど
周
囲
の
人

に
相
談
で
き
な
い

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
と
、

周
囲
の
人
に
理
解
が
得
ら
れ

な
い
、
態
度
が
変
化
す
る

い
じ
め
（
悪
口
、
い
や
が
ら
せ

な
ど
）
を
受
け
る

自
分
の
心
の
性
と
異
な
る
ふ

る
ま
い
を
強
要
さ
れ
る

自
分
の
心
の
性
と
し
て
利
用

で
き
る
施
設
・
設
備
が
少
な

い
（
ト
イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
）

性
別
に
つ
い
て
記
入
を
求
め

ら
れ
る
プ
リ
ン
ト
な
ど
が
あ

る そ
の
他

無
回
答

全 体 50 34.0 20.0 8.0 12.0 14.0 18.0 28.0 6.0

女性 30 33.3 13.3 3.3 10.0 10.0 10.0 30.0 6.7

男性 12 41.7 25.0 16.7 16.7 25.0 8.3 33.3 8.3

その他 8 25.0 37.5 12.5 12.5 12.5 62.5 12.5 －

回答者数 = 50 ％

家族、友人など周囲の人に相談できない

カミングアウトすると、周囲の人に理解が得られな
い、態度が変化する

いじめ（悪口、いやがらせなど）を受ける

自分の心の性と異なるふるまいを強要される

自分の心の性として利用できる施設・設備が少ない
（トイレ、更衣室など）

性別について記入を求められるプリントなどがある

その他

無回答

34.0

20.0

8.0

12.0

14.0

18.0

28.0

6.0

0 20 40 60 80 100
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問１４ 自分の身体の性、心の性または恋愛対象の性などで悩んでいる人が、安心して

学べる環境にするためには、どのような支援が必要だと思いますか。あてはまる番

号をすべて選んでください。（○はいくつでも）

「学校で学ぶ機会を増やす」の割合が 55.7％と最も高く、次いで「相談できる窓口の設置」の

割合が 53.6％、「更衣室やトイレなど男女で区別されているものに対する配慮」の割合が 34.0％

となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、女性で「学校で学ぶ機会を増やす」「更衣室やトイレなど男女で区別

されているものに対する配慮」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

相
談
で
き
る
窓
口
の
設

置 学
校
で
学
ぶ
機
会
を
増

や
す

先
生
に
対
す
る
研
修
の

実
施

更
衣
室
や
ト
イ
レ
な
ど

男
女
で
区
別
さ
れ
て
い

る
も
の
に
対
す
る
配
慮

そ
の
他

特
に
必
要
な
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い

無
回
答

全 体 470 53.6 55.7 23.2 34.0 3.4 2.8 15.7 0.9

女性 228 55.3 62.7 23.7 40.4 3.1 1.8 11.8 －

男性 225 54.7 50.7 22.7 29.3 3.1 3.6 19.1 －

その他 8 25.0 37.5 50.0 25.0 25.0 12.5 25.0 －

回答者数 = 470 ％

相談できる窓口の設置

学校で学ぶ機会を増やす

先生に対する研修の実施

更衣室やトイレなど男女で区別されている
ものに対する配慮

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

53.6

55.7

23.2

34.0

3.4

2.8

15.7

0.9

0 20 40 60 80 100
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問１５ あなたは、ＬＧＢＴＱ、ＤＶに限らず、相談したいことや聞いて欲しいことが

あったとき、気軽に話せる相手がいますか。あてはまる番号をすべて選んでくださ

い。（○はいくつでも）

「友人、恋人」の割合が 72.3％と最も高く、次いで「家族」の割合が 66.2％、「学校の先生」

の割合が 25.5％となっています。

【性別】

性別にみると、他に比べ、男性で「学校の先生」の割合が高くなっています。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

家
族

友
人
、
恋
人

学
校
の
先
生

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

塾
・
習
い
事
の
先
生

地
域
の
人

公
的
機
関
（
市
役
所
な

ど
）
の
相
談
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

相
談
サ
イ
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
友
達

そ
の
他

誰
も
い
な
い

無
回
答

全 体 470 66.2 72.3 25.5 5.3 6.6 2.3 1.9 4.0 6.8 0.6 8.3 0.9

女性 228 63.6 72.4 20.6 6.1 5.7 0.9 0.9 6.1 8.8 1.3 7.9 －

男性 225 69.8 73.3 31.6 4.9 7.6 4.0 3.1 2.2 4.9 － 8.9 －

その他 8 62.5 75.0 12.5 － 12.5 － － － 12.5 － － －

回答者数 = 470 ％

家族

友人、恋人

学校の先生

スクールカウンセラー

塾・習い事の先生

地域の人

公的機関（市役所など）の相談員

インターネットの相談サイト

SNS 、インタ－ネット上の友達

その他

誰もいない

無回答

66.2

72.3

25.5

5.3

6.6

2.3

1.9

4.0

6.8

0.6

8.3

0.9

0 20 40 60 80 100
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問１６ あなたは、ＬＧＢＴＱ、ＤＶに限らず、自分の悩みをどのように伝えますか。

あてはまる番号をすべて選んでください。（○はいくつでも）

「直接会って話す」の割合が 78.7％と最も高く、次いで「LINE などのコミュニケーションア

プリ」の割合が 40.9％、「電話で話す」の割合が 18.3％となっています。

【性別】

性別にみると、大きな差はみられません。

単位：％

区分

回
答
者
数
（
件
）

直
接
会
っ
て
話
す

電
話
で
話
す

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、fa

ce
bo
ok

な
ど
のSN

S

LI
NE

な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

リ メ
ー
ル

そ
の
他

自
分
の
悩
み
を
人
に

話
さ
な
い

無
回
答

全 体 470 78.7 18.3 7.0 40.9 6.0 0.6 8.7 1.1

女性 228 81.6 18.4 8.8 41.7 2.2 0.9 8.3 0.4

男性 225 77.3 19.6 4.9 39.1 9.8 0.4 9.8 －

その他 8 62.5 － 25.0 75.0 － － － －

回答者数 = 470 ％

直接会って話す

電話で話す

ツイッター、インスタグラム、facebookな
どのSNS

LINEなどのコミュニケーションアプリ

メール

その他

自分の悩みを人に話さない

無回答

78.7

18.3

7.0

40.9

6.0

0.6

8.7

1.1

0 20 40 60 80 100
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問１７ あなたの性別は、次のうちどれですか。あてはまる番号を１つ選んで○をつけ

てください。

「女性」の割合が 48.5％、「男性」の割合が 47.9％となっています。

女性 男性 その他 無回答

回答者数 =

　 470 48.5 47.9 1.7 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%


